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事業活動や国内外の最新情報
を随時アップロードしています。

ステークホルダーの皆様との
コミュニケーションのために

ステークホルダーの皆様とのコミュニ
ケーションを図り、当社グループの活
動をより深く理解していただくために、
さまざまな媒体による情報発信に努め
ています。
より詳細な社会・環境活動やデータは
ウェブサイトでご紹介しています。

当社発行の技術情報誌です。
香りの文化と香料や周辺技術に
関する幅広い情報を提供してい
ます。

創業からの歴史や事業展開、ま
た香炉をはじめとする高砂コレク
ション®について紹介しています。

CSR における活動報告や目標を
ステークホルダーの皆様にお伝
えする報告書を毎年発行してい
ます。

2018 年に発行したサステナビ
リティレポート（英文）は GRI
スタンダード（中核）に準拠し
た報告内容となっています。

社会・環境報告書　 Sustainability Report　

会社案内 The TAKASAGO Timesウェブサイト

■ 報告対象期間
2017年 4月〜 2018 年3 月

（一部最新の情報を含む）
■ 報告対象組織
高砂香料グループ

編集方針

■ 実績データ集計範囲
2017年 4月〜2018 年3 月
■ 参照したガイドライン
GRIスタンダード
■ 次回発行時期
2019 年9月を予定

　高砂香料グループの CSR 活動をステークホルダーの皆様に知っ
ていただくことを目的に、2003 年度から「環境報告書」の発行を
開始し、2012 年度からは「社会・環境報告書」として情報公開に
努めています。
　「社会・環境報告書 2018」では、3R 活動について、そのさまざ
まな活動と取り組みを各生産拠点を中心に報告しています。
　2017年度の CSR 活動のご報告とあわせて、ご理解を深めてい
ただければ幸いです。

安全・安心な製品を通じて、
豊かな生活づくりに貢献します。
高砂香料グループは、香料技術の最先端の研究を続けてまいりました。
技術と安全・安心の融合により、生活にゆとりと
うるおいをもたらす香料と周辺技術を創り出しています。
人や社会、地球環境との調和を図りつつ、香料やファインケミカル分野の
製品で、お客様、株主・投資家の皆様、お取引先様、従業員等、
ステークホルダーの皆様とともに成長する企業を目指します。
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日本

EMEA ※

米州

アジア-パシフィック※

売上高 	  653

売上高 	  220

売上高 	  324

売上高 	  218

財務ハイライト（億円）

会社概要
高砂香料グループは、世界 27の国と地域において、フレーバー、フレグランス、アロマイングリディエンツ、
ファインケミカルの製造・販売を主な事業内容とし、さらに各事業に関連する研究開発も進めています。 
2018 年 3月現在

会 社 名

本 社

設 立

資 本 金

従業員数

高砂香料工業株式会社

〒144-8721 東京都大田区蒲田 5 丁目 37 番 1 号

1920（大正 9）年 2 月 9 日

92 億円

3,354 名

会社概要

フレーバー

フレグランス

ファイン
ケミカル

アロマ
イングリディエンツ

4つの事業

売上高

1,415 億円

その他
1%

フレーバー
59%

フレグランス
27%

アロマ
イングリディエンツ
8%

ファインケミカル
5%

2017年度 事業別売上高

2017年度 地域別売上高

売上高

1,415 億円

米州
23%

アジア-パシフィック
15%

EMEA
16%

日本
46%

2015 60

2016 77

2017 67

経常利益

2015 48

2016 63

2017 70

当期純利益

2015 46.1

2016 48.4

2017 50.8

自己資本比率％

2015 113

2016 73

2017 63

設備投資額

2015 6.2

2016 7.6

2017 7.7

自己資本当期純利益率（ROE）％

2015 3.5

2016 4.4

2017 3.7

総資産経常利益率（ROA）％

2015 48

2016 54

2017 57

減価償却費

2015 8.3

2016 8.5

2017 8.6

売上高研究開発費率％

2015 1,416

2016 1,367

2017 1,415

売上高

2015 66

2016 71

2017 63

営業利益

※ アジア- パシフィック：アジア太平洋地域
    （Asia Pacific）
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トップインタビュー

 地球環境課題への対応、社会課題の解決や

より良い暮らしの実現などを通じ

社会の発展に貢献しながら

すべてのステークホルダーに対して

責任ある経営を遂行することが

次の100年も当社グループが存続し続けることに

つながるものと考えます。

今後もリーディングカンパニーとして

持続可能な社会の実現に貢献し続けてまいります。

高砂香料工業株式会社
代表取締役社長

高砂香料グループは

2018年4月に新中期経営計画One-Tをスタートさせました。

最終年度の2020年には創業100周年を迎えます。

グループのこれまでの歩みとこの先100年に対する思いを

当社代表取締役社長の桝村聡にインタビュー形式で聞きました。

2017年まで推進してきた「GP-3」を
振り返って

−−− 「Takasago Global Plan」は3ヵ年ごと、4フェー
ズに区切られた中期経営計画ですが、直近の GP-3
を振り返ると、どのような 3ヵ年でしたか？ 
　創業 100 周年を迎える 2020 年に向けての経営計
画「Takasago Global Plan」の中で、3ヵ年ごとの中期
経営計画を遂行してきました。フェーズ1となる「GP-1」
では基盤強化を、次フェーズの「GP-2」では高砂ブラ
ンドの強化を図りました。フェーズ 3 の「GP-3」は、
2013 年に起こした平塚工場の火災事故で供給責任を
果たせなかったお客様に対して信頼を回復することや、
そのための安全対策など、さまざまな課題を解決する
期間となりました。業績としては、売上・営業利益とも
に目標に達することはできませんでしたが、営業利益に
ついては「GP-3」初年度から着実に増加させております。
　基本方針の面では、事業基盤を再強化するため、国
内外において積極的に投資を行いました。広島の新工
場建設では、火災事故の教訓から最大限の安全対策を

講じるとともに、最新鋭の自動調合機を導入するなど、
製造から配送プロセスまでの省力化・効率化を図りま
した。また、当社グループ初の西日本エリアでの工場
が完成したことでフレーバー製造拠点の二極化を実現
しました。磐田工場では、需要増に対応するため医薬
品中間体の生産設備を増強しました。
　海外においても、事業成長が見込めるインドやイン
ドネシア、中国、ドイツなどに、積極的に投資を行い
ました。インドに建設したフレーバー、フレグランス工
場と研究所は、2017年より稼働を開始しています。イ
ンドネシアでは研究所と事務所を移転するとともに、新
工場建設のための用地を取得しました。ドイツで実施
した大規模な拡張や改修工事も、2017年に完了しまし
た。

−−− 「Takasago Global Plan」の仕上げとなる、新
中期経営計画についてお聞かせください。
　2018 年からは、最終中期経営計画として「One-T」
をスタートさせています。この名称には、国内・海
外という壁をつくることなく「ひとつの高砂」＝「One-
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トップインタビュー

Takasago」として、グループ一体となって計画を推進
していこう、という意志を込めています。「One-T」で
は、「顧客満足度向上」「事業成長戦略推進」 「技術
革新」「利益体質改善」「人材開発」という 5つの基
本方針を掲げ、その中心に、「コーポレート」という
概念を据えました。「ひとつの高砂」を実現するには、
これまで独立性を重視してきた海外拠点との連携強化、
基準の統一、仕組みづくり、統一性のある経営やグロー
バルなコミュニケーションを発展性のある密度の濃いも
のにしていく必要があります。そのためコーポレート本
部という新たな部門を設置し、これによりガバナンスの
強化、グローバル機能の向上を、スピード感を持って
推進してまいります。

−−− 新中期経営計画に掲げている「事業成長戦略推進」
とは、どのような構想ですか？
　少子高齢化によって日本市場が縮小傾向にある中、
当社グループが持続的に成長するには、これまで以上
に海外に目を向けていく必要があります。香料の世界
市場規模は増大すると予測されており、当社グループ
としてもまだまだビジネスを拡大できると考えます。欧
米を中心に発展してきた香料産業において、当社グルー
プは早い時期に海外での足場を固めてきました。この
強みを活かし、経済発展を続けるアジアや、引き続き
成長が期待できる欧州・米州などで、国・地域のニー
ズを踏まえた付加価値の高い製品をスピーディに開発・
提供することを、「事業成長戦略推進」の柱としています。
　具体的には、すでにインドネシアでの新工場建設に
着手しているほか、ドイツでは QC センター・物流セン
ターの建設について検討を進めています。これらの事
業基盤の拡充と安定的な収益確保によって目指すべき
売上目標を、1,700 億円と定めました。「GP-3」での
業績から20％アップというチャレンジングな数字です

が、数値目標を明確にすることで従業員の達成感やモ
チベーションも向上し、ひいてはそれが「One-T」の推
進力になると考えています。

−−− グローバル展開を進めるには、人材開発・育成が
早急に求められるのではないでしょうか。
　必要な場所に最適な人材を配置することが、グロー
バル展開を進める上でキーになると考えます。それに
は地域を限定せず、人材に流動性を持たせることが重
要です。「GP-3」からグループの人的資源を最大限に活
用し、拠点間の異動も含めグローバルに活躍できる環
境を整備してきました。「One-T」では、これをより一
層強化していきます。ダイバーシティの推進、国が進め
る「働き方改革」との連動も意識しながら教育・訓練
プログラムなどを構築し、従業員が自らの成長に挑戦
できる機会を提供していきます。

−−− 香料会社である高砂香料が目指す「顧客満足度向
上」とは、どのようなものでしょうか。
　“ 香り” は、食品のおいしさを追求する香り、医療現
場での治療に寄与する香りなど、さまざまな分野・目
的で必要とされており、人々の心と体の健康＝「クオリ
ティ・オブ・ライフ」に深くかかわるものだと考えてい
ます。「技術立脚の精神に則り社会に貢献する」という
企業理念にもある通り、香料やその周辺技術を通して
世界中の人々の心と体の健康に貢献し、生活を豊かに
することで「顧客満足度向上」を目指します。そしてお
客様からの信頼は何よりも大事に考えており、「お客様
に一番に指名していただける会社になる」という意志を、

「2020 年にグローバルでトップクラスの香料会社を目
指す」というビジョンに込めています。この実現に向け
て、営業力、研究・開発力の強化や、徹底した品質管理、
迅速・柔軟な対応に取り組んでまいります。

「オープンイノベーション」を視野に入れた、
CSR分野におけるさらなる技術革新の深化

−−− 持続的な成長への挑戦として進めている「高砂香
料ならではの技術革新」とは、どのようなものでしょ
うか。
　当社グループは常に変化し続けるビジネス環境に柔
軟に対応しながら、独自性・優位性のある技術や製品
開発に取り組んでいます。その一方で、変わらないもの
を突き詰めることも重要と考えます。「根元的な香りの
価値」を認識し、技術立脚の企業理念を念頭に研究
開発に力を入れてまいります。
　「One-T」では、グループ内連携だけでなくオープン
イノベーションを推進し、他企業や異業種、研究機関、
大学とも連携しながら、シナジーによる香りの付加価
値提案を行っていきます。例えば脳科学の研究が進む
昨今では、「脳科学における香りの効果」などの調査も
行われています。これらの分野でシナジーを発揮する
ことで、学術的なエビデンスをもとにしながら、香りが
持つ有用性をさらに広げていける可能性があると考えて
おります。
　人間の感覚を科学的に分析・評価して新たな価値を
創出する「コンセプト」、それを独創的な製品に具現化
する「プロダクト」、さらに安全で環境負荷も少なく効
率的な生産技術を確立する「プロセス」の 3 つのイノ
ベーションを有機的に結合させ、技術立脚の企業理念
を念頭においた独自性・優位性の高い技術・製品を生
み出すことに努めます。

−−− 高砂香料の独自技術と、その可能性についてお聞
かせください。
　合成技術については、熱効率が良く、また廃棄物の
削減につながるプロセスの改善を進めてきました。その

ひとつがフロー連続技術です。これは、グリーンケミ
ストリーの流れに沿うもので、アメリカの FDA（アメリ
カ食品医薬品局　Food and Drug Administration）
でも推奨されている工程です。また実験室レベルでは、
フローマイクロリアクターや気相反応装置の実用化も進
めています。
　独自の触媒技術は、生産プロセスの短縮や原料の削
減を可能にしています。また触媒を製品化して幅広い
業種に供給することで、お客様の省資源・省エネルギー
にも寄与しています。
　新たな化合物を合成していく上では、石油からの脱
却を目指したバイオ技術の深化も欠かせません。香料
は、動物や植物から精油を抽出してきた歴史がありま
す。動植物由来の原料と同じような構造を石油合成に
よって生み出すことで代替してきました。次の段階とし
て微生物や酵母などを利用した天然由来の香料原料を
使って、同じような香りを生み出していこうという動き
が広がっています。そこにはバイオ技術が必須であり、
これは生物多様性の面からも持続的な社会の実現に寄
与するものと考えます。
　天然由来の香料原料については、発酵に関する高
い技術・知見や工業化に向けた手法を有する Centre 
Ingredient Technology, Inc.（CIT社）を 2016 年に買
収したことで、当社が持つ発酵素材とCIT 社の発酵製
造技術を融合させた製品開発・製造を加速させていま
す。今回のグループ会社化によって、当社より技術者を
派遣し、新たなバイオイングリディエンツの開発、日本
からの製造移管などを行っております。

−−− 香りビジネスが「生態系」に果たす責任・貢献に
ついて、お聞かせください。
　当社は小笠原諸島や礼文島などで、固有種の香気捕
集を行っています。これは、植物を傷つけることなくそ
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トップインタビュー

の香りを捕集し再現することで、固有種の香りを後世
に残すことを目指した活動です。
　香料に限らず、香りが生態系の中でどのような意味
や価値を持つのかは、生物多様性の観点からも、きち
んと認識するべきことのひとつです。この取り組みは、
多くの方に生態系や自然保護に目を向けていただくきっ
かけになるものと考えます。植物の香気捕集活動は、“香
り” を扱う我々にしかできない重要な社会貢献活動の
ひとつと捉え、今後も継続して取り組んでまいります。

CSR推進強化に向けて
−−− CSR について、「One-T」では推進強化の 3 年間
と位置づけています。どのようにして推進強化を図る

のか、お聞かせください。
　世界的な課題の解決に向けて取り組むことは、グロー
バル企業の重要な責任です。そしてこの責任を果たす
ことが、企業の社会的価値の向上にもつながると考え
ております。
　環境面では、開発・製造からお客様のもとに届き、
さらに廃棄するところまで、サプライチェーン全体で幅
広い対策が必要です。当社グループは経営基本方針に
環境への配慮を掲げており、2002 年に制定した環境
宣言、2009 年に策定した「EHS100 プラン」のもと、
常に高い意識と目標を持って取り組んでまいりました。

「EHS100 プラン」は、基本的人権の尊重や地域社会
との共生に関する項目も含んでおり、CSR 中期計画の

中心的役割を果たしています。2013 年からは、従来
の環境報告書を「社会・環境報告書」に発展させ、環
境だけでなく社会分野での情報開示も強化してきまし
た。
　2018 〜2020 年度は「EHS100 プラン」の最終（第
4）フェーズとなるため、全項目について目標を達成で
きるよう活動を強化します。従来から注力してきた地球
環境課題への対応を継続するとともに、「責任ある調達」

「ダイバーシティ」など、社会面での課題も計画に加え
ています。新たな挑戦としては、気候変動に関する国
際的な枠組みであるパリ協定に沿った活動を推進する
べく、SBT（Science Based Targets）認定の取得を
することなどを検討しています。
　また、2017年 6月には、国連グローバル・コンパク
トに署名しました。SDGs の目標を意識し、再生可能
な資源の利用、環境負荷の軽減などを視野に入れた研
究開発にさらに力を入れていきます。今後とも国際的な
イニシアチブへの参加を積極的に検討し、日々の事業
活動と連動させた取り組みを推進してまいります。
　情報開示についても改善を進めています。2017年に
英語版のサステナビリティレポートを発行しましたが、
2018 年はさらに報告内容を拡大し、GRI スタンダード

（中核）に準拠したレポートを発行いたしました。

−−− 2013 年には平塚工場で火災事故がありました。
その後の安全に関する考えをお聞かせください。
　2013 年に平塚工場で火災事故が発生したことを踏
まえ、当社グループでは 4 月10 日を「安全の日」と
定めています。グループの全拠点に安全に対する考え
方を浸透させるべく、2017年からは海外においても、

「安全の日」の活動を実施しています。また「EHS100
プラン」第 4フェーズでは、グローバルでの安全活動
の強化、統一された運用に向けて、全グループでの

ISO45001（労働安全衛生マネジメントシステム）認証
取得を目指しています。
　安全面については、何をすれば 100％の安全を担保
できるかという答えはなく、「終わりのない改善」を続
けていくことが必要だと考えております。「安全はすべてに
優先する」という意識のもと、引き続き従業員への教育・
啓蒙や設備の検証を行い、安全文化の醸成を図ってま
いります。

100周年に向けての思い
−−− 高砂香料は 2020年に100周年を迎えますが、ど
んな思いや決意をお持ちですか？
　これまでの歴史を振り返ると、その時々で最適な選
択をし、その連続によって企業としての体力をつけて
きたように思います。コーポレートマーク「スクエア T」
に込めた「テクノロジー（技術）、チームワーク（和）を
通してトラスト（信頼）を得る」という決意のもと、「One-T

（ひとつの高砂）」として一人ではなく、仲間で仕事をし
ていることを励みとし、社会の要望や変化に対応しな
がら、着実に歩みを進めます。そして全従業員が企業
理念として掲げている社会への貢献を常に意識するこ
とで、普段の仕事の価値が社会的な価値となり、企業
の価値向上にもつながります。
　地球環境課題への対応、社会課題の解決や、より良
い暮らしの実現などを通じ、社会の発展に貢献しなが
ら、すべてのステークホルダーに対して責任ある経営を
遂行することが、次の100 年も当社グループが存続し
続けることにつながるものと考えます。今後もリーディ
ングカンパニーとして、持続可能な社会の実現に貢献
し続けてまいります。
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3R オーバーホールされ
て再利用の出番

を待つ多種多様なバ
ルブ類

原料容器のドラム缶は、委託会社に洗浄してもら
い再使用。要洗浄・洗浄済みなど識別しやすいよ
う色分けして保管

反応釜など、冷却後に熱を帯びた水は、クーリン
グタワーで冷やして循環再利用

製造工程から出る廃油は、燃料として自家焼却し、
余剰分は委託会社に引き渡し産廃処理

ドラム缶を圧縮機で減容化処理して売却

▶

知恵とネットワークで、
あらゆる資源を有効活用

限りある資源を有効利用して持続可能な循環型社会を構築するため、
企業には無駄のない、スマートな操業が求められています。
そうした中で、高砂香料グループの各事業所は、
廃棄物の発生を減らし（リデュース）、繰り返し使い（リユース）、再資源化（リサイクル）する
「3R活動」に力を注いでいます。
原材料の粕、排水や汚泥、廃油や廃溶剤、設備の廃材、廃容器など、
多種多様な排出物を最大限に活用するために知恵と工夫を織り交ぜ、
安定操業と企業成長に結びつけていく。
そんな各事業所のイチオシの取り組みや次の一手をご紹介します。

高砂香料グループの3R活動
特 集

日々の地道な活動の積み重ねと
「グリーンケミストリー」の導入

　高砂香料グループでは、国内外の全事業所におい
て各国・地域の法規制や事業特性に即した自主基準
を設けて、省資源や廃棄物削減を推進する「3R 活動」
に力を注ぎ、継続的にレベルアップを図ることで持続
可能なものづくりを推進しています。
　同時に、革新的な技術開発・導入にも積極的にチャ
レンジしています。例えば、石油化学由来の原材料や
反応機能を生物に置き替えて物質を製産することで
大規模な装置や廃棄物をなくす「バイオプロセス技術」
の工業化研究。原料に無駄のない高効率な化学変換
によって触媒や溶剤の使用量を削減し、廃棄物も低
減する「フロー連続型製造装置」の導入などに注力し
ています。
　これらの取り組みを加速・深化することで高砂香料
グループのものづくりはグリーンケミストリー化され、
グリーンケミストリー化が進むことで個々の取り組み
がさらにレベルアップでき、持続可能性が高まってい

きます。今後とも、製造・廃棄に至る全プロセスで環
境負荷を低減する「グリーンケミストリー」のさらなる
導入を目指します。

　グリーンケミストリー実現への原動力は、基本方
針を共有し世界中のグループ会社が一体となって取り
組んでいる「EHS100 プラン」です。2018 年 3 月末
に完了した「フェーズⅢ（2015 ～2017 年度）」では
目標をほぼ達成し、2018 年度から最終段階である

「フェーズⅣ（2018 ～ 2020 年度）」がスタートして
います。
　その完遂に向け、計画的な設備更新、エネルギー
管理委員会など推進体制の強化を図っています。四
半期に一度のペースで開催している各国・地域とのテ
レビ会議でも手応えを感じています。
　今後は各領域で解決すべき課題をさらに深掘りしな
がら、持続可能なものづくりへのチャレンジを加速し
ていきます。

取締役常務執行役員
コーポレート本部長 兼 EHS Executive　　

山形  達哉

原材料から排出まで全プロセスで
省資源・廃棄物削減を

課題を深掘りしながら
「EHS100 プラン」の完遂へ

持続可能なものづくりへのチャレンジ
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特集●高砂香料グループの3R活動

▶

当工場では「廃棄物リサイクル率 100％」を３R 活動のシンボルに掲げていま
す。生産活動で廃棄物が発生するのはやむを得ません。発生する汚泥は肥料

化して農家に提供しています。廃プラスチックはサーマル・リサイクル（熱回収）する方
法もありますが、マテリアル・リサイクル（素材として再利用）
する会社と契約し処理を委託しています。ポイントは細かい
分別と回収会社の選定で、廃プラスチックをチップ化して花
壇のプランターなどに加工してくれる会社とも提携し可能な
限り原料としています。こうした活動を継続して「廃棄物リ
サイクル率 100％」を維持しています。
量的に最も多く発生するのは、コーヒーの廃液と粕ですが、
廃液は脱水して肥料化、またはセメント原料化してくれる委
託会社へ、コーヒー粕は畜産農家に提供して養豚小屋の敷
材（おがくずと混ぜて脱臭）などに活用いただいています。

これまで処理工程や有価物化する際に問題が生じると、社内外の方々に相談
して解決してきました。その経験を通じてノウハウやネットワークを拡充し、

３R 活動は極めて順調です。今後も有形無形の資産を活用しながら「廃棄物リサイク
ル率 100％」を維持していきます。

原料の香辛料（主にカレー用コショウやレッドペッパーなど）で使いきれなかっ
た残渣が年間 20t ほど発生します。これまでは委託会社がサーマル・リサイク

ルしていましたが、2018 年 7月から肥料に活用するマテリアル・リサイクルに切り替え
ました。選定した処理会社は自社で農場を持ち、そこですべて消費するため、燃やす
場合に比べて CO２排出量を7分の1に削減できました。
環境省が推奨するリサイクルの優先順位は、最も望ましいのが家畜の飼料用、2 番目
が農産物のたい肥用、3 番目が熱資源です。香辛料は刺激物のため家畜飼料には適し
ませんが、熱資源からたい肥
へ取り組みを一段階レベルアッ
プできました。また、廃プラス
チックは委託会社により固形燃
料化され、製紙工場のボイラ
用に使われています。

原料のスパイスを入れるクラフト袋の中で、湿気予防に内側がアルミ蒸着され
ていたり、クラフト袋にビニールが縫いつけられている場合は、リサイクルに

回せず廃棄処分するしかありません。これをうまく切り離せる方法があれば有価物とし
て出せるのですが、現状では難しく手法を模索しています。

2018 年度から「ファイバードラムの有価物化」に注力しています。ファイバー
ドラムは紙製のドラム缶で、天面とリングが金属、胴体は段ボール、底面は木

の板または段ボールです。これまでは使用後に機械で圧縮して産業廃棄物としていまし
たが、5月から分解・分別に切り替えました。
分別機という器具を購入し、金属部分は切
り離して鉄くずに、段ボールも同様に有価物
として売却、リサイクルされています。木く
ずは産廃として出せないので、一般廃棄物
として処分。フレーバー製造が西日本工場
に移管されてからファイバードラムの数量は
減りましたが、この取り組みによって産廃量
と処理費用を削減しています。

いま懸念しているのは、2018 年 2 月から始まった中国のプラスチックごみ輸
入禁止措置の影響です。これにより中国に輸出していた廃プラスチックの行き

場がなくなり、国内の回収システムに影響が出ています。平塚工場でも、ペットボトル
やシート状のラップ類は有価で引き取ってもらえますが、硬質の廃プラスチックは産廃
となるため、この対策が今後の課題です。

工場内に廃棄物の処理設備があり、約 20 年前から有機物濃度の高い排水に
ついて 2基の「排液焼却炉」で焼却処理をしています。その燃料は工場から出

る廃油を活用しています。廃熱を利用してボイラ用純水の温度を約 80℃まで上げてい
ます。製造プラントでは、希釈用の有機溶剤を化学反応後に回収して工程内で再使用
することにより溶剤購入量を減らしています。
冷却水については、使用後に熱くなった水を
クーリングタワーで冷やして循環利用すること
により地下水や工業用水の使用量を減らし、
工場排水を1日 4,000㎥ほどに抑えています。
さらに、ボイラの蒸気が凝縮した多量のドレン

（配管に凝縮した水）を循環利用し水の節約
に努めています。

各製造拠点＆事業所における「3R活動」をご紹介します

高砂香料工業

鹿島工場 高砂スパイス
秦野工場

高砂香料工業

平塚工場
高砂香料工業

磐田工場

清涼飲料水向けの柑橘系エッ
センス、バニラやスパイスな
どの天然物抽出液、コーヒー
やお茶類などの高香気エキス
を生産。

コショウをはじめとする各種
香辛料の粉末加工やカレー
粉、カレールー、健康食品
などを生産。

高砂香料グループ（国内）
の中で唯一フレグランス
製品を生産。

化学合成でℓ--メントールをは
じめとする合成香料、医薬品
中間体などを製造するグルー
プ最大の合成生産拠点。

スパイス粕をたい肥化して
活用している農場

分別機によるファイバー
ドラムの分解

金属と段ボールに分別され
たファイバードラム

3Rの
イチオシ

3Rの
イチオシ

3Rの
イチオシ

3Rの
イチオシ

未来に
むけて

未来に
むけて

未来に
むけて

開設５０周年の磐田工場は、医薬品中間体など製造工程の長い製品の生産増
加に伴い、製品当たりのエネルギー原単位が高くなってきています。国が定め

る第一種エネルギー管理指定工場として、生産量が増加してもエネルギー総消費量を
抑える「設備の高効率化」が一番の課題となっています。磐田工場 3ヵ年計画でも重
要テーマに位置づけ、計画的に設備更新を進めています。

未来に
むけて

総務部 部長　
額賀 康雄

業務管理部 副主任
諏訪部 剛

総務部 環境施設係 課長　
佐藤 博巳

製造部 副部長 
内海 恭秀

マテリアル・リサイクルを基本に「廃棄物リサイクル率100％」 スパイス粕をたい肥化し、CO2 排出量も7分の1に

ファイバードラムを分解・分別し、有価物化してコスト削減 溶剤・冷却水は循環再利用、排水・廃油は焼却して減量

残渣として発生した
スパイス粕

コーヒー粕は肥料化され、畜産農家
や養豚小屋で有効活用されている
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特集●高砂香料グループの3R活動

最も排出量の多い動植物性残渣は、ほぼ 100％肥料化し、一部を売却してい
ます。売却分はリサイクル培養土に加工され、その1割を当社が買い取る契約

です。培養土は社員に無料配布するだけでなく、少しでも多くの方に使っていただきたく、
一部を袋井市・磐田市の学校に寄付しています。廃プラスチックは、他の事業所と同様
に固形燃料化されてボイラなどの熱源として利用され、鉄くず・紙・段ボールは、すべ
て有価物として委託会社に売却してリサイクルされています。エネルギー消費の削減対
策として、装置の洗浄方法を熱水による殺菌消毒から酸性電解水※による殺菌消毒に変
更しました。これにより、LNG の大幅な使用削減と電力消費の削減につなげています。
※酸性電解水：薄い食塩水などを電気分解して得られる、酸性の水溶液。殺菌有効成分濃度は低いものの、殺

菌効果が認められており、薬剤の残留性が低いことから食品添加物（殺菌料）としても指定されています。

「脱水汚泥をゼロに」という目標を掲げて数年前から取り組みを始めています。
活性汚泥処理方法の改良によって余剰汚泥を削減していますが、ハードルが

高いテーマなので、今もさまざまな設備業者とコンタクトをとりながら試行錯誤しつつ
進めている状況です。また、再生可能エネルギーへの転換として、太陽光発電設備の
工場屋上と工場遊休地への導入も検討していま
す。これは、静岡県が全国第 2 位の日照時間の
長さであり、風水害の影響も少ないという地の
利を生かした取り組みです。

3Rの
イチオシ

残渣をリサイクル培養土に加工し、一部を学校へ寄付

当社は廃棄物が大量に発生する多量排出事業者で、引火性廃油だけで年間
700t に達します。このうちの廃溶剤は、法規制上焼却せざるを得ないものに

ついては外部に処分を委託しています。委託会社にて燃料化し、最終的にセメント会社
向け燃料としてサーマル・リサイクルされています。その他は有価物化（再資源化・剥離
剤として活用）しています。
以前はアセトンなどの溶媒を再蒸留して使うなどしていま
したが、保管スペースの問題、製品品質のリスク、製造
上の安全最優先の観点から廃止しました。このように、
できる限り分別して年間百数十トンほどを有価物にしてい
ます。

反応釜の冷却用に地下水を利用していましたが、海が近いため塩水化が進み、
製造装置に影響が出ました。そこで新たに工業用水を700 ㎥／日ほど取水す

ることにしました。ただ、農業用水からの転水利用のため真夏の水温が 30℃ほどに
上昇することから、地下水と混ぜて温度を下げています。2018 年のような猛暑には
地下水を多めに注入しないと釜の温度を冷やせず、節水と安全性のはざまで、新たな
冷却システム導入の必要性を感じています。

工場の本格稼働に伴って特別管理産業廃棄物（引火点 70℃未満）が増え、
このままでは多量排出事業者（年間 50t 以上）になる危機感を持ちました。

指定されれば、知事に処理計画や実施状況を報告する義務が生じます。工場の立ち上
げ時に支援いただいた平塚工場に相談すると「廃油の有価物化」の助言を受けました。
そこでサーマル・リサイクルの委託会社をあたり、サンプルを送ると「5,000 カロリー以
上」という引取条件のもとで廃油を買ってもらうこ
とができ、2016 年度は 50t 未満に抑えられました。
2017年以降も取り組みに注力し、現在は有価物化
100％を維持、廃油はセメント会社の燃料に活用さ
れています。年間 50t の廃油を廃棄物として処理
すると費用が約 500 万円かかりますが、有価物化
によってゼロに抑えています。

当初はアルミボトルを有価物として排出していましたが、ある時、委託会社か
ら「このままでは有価で引き取れない」と連絡がありました。水洗いしても内

容物の刺激臭が取れないためです。一方で洗浄するコストもかけられません。ただ、
アルミの材質は良いため産廃にするのは惜しいので、現在有価物として引き取っていた
だける別の委託会社を広範囲で探しています。

製造工程から発生する大量のコーヒー粕は、9 年前
からたい肥化委託会社に売却しています。

でき上がったリサイクル肥料は購入し近隣の学校・自治体・
NPO・第三セクター等に寄付をし、地域に貢献しています。
コーヒーの生豆が入っている麻袋も、植物由来の繊維のため、
数年後には土に還る便利で地球に優しい草抑えとして、近隣
農家さんに無償譲渡し再利用されています。蒸気ドレンはボ
イラ給水と熱交換を行い、廃熱を回収し有効利用しているほ
か、工場から発生する排水を処理する排水処理場では、工
場内で臭気対策や製品の冷却に使われた水や、磐田市は年
間降水量約1,700㎜と平均的な降水量ではありますが、雨水
を希釈用に再利用し、水資源の節約に努めています。

大量に発生する余剰のコーヒー粕を資源化する方法を探っています。コーヒー
粕は抽出したエキスの1.5 ～2 倍の体積になるので、貯めるには広大な保管

スペースを要します。以前のように特殊肥料として売却するにも、コーヒー粕をたい肥
に分解させるまで約半年間を要するため、広い土地や貸倉庫などを探してたい肥化を
検討するほか、活性炭の原料などさまざまな用途で利用することを検討しています。

高砂ケミカル
掛川工場

高砂香料
西日本工場

高砂フード
プロダクツ

高砂珈琲
磐田工場

天然精油・合成香料・医薬
品原体や中間体・電子材料・
触媒・写真工業用材料・感
光性材料などを生産。

フレーバー製品の新拠点とし
て 2016 年度から本格生産。

食品香料や天然調味料
などを生産。

コーヒー焙煎豆、コーヒー
エキスなどを生産。

有価物として運び出される廃油

細かく分別し、できる限り有価物に

上：バイオマスボイラ燃料のコー
ヒー粕　下：バイオマス施設（高
砂フードプロダクツ）

3Rの
イチオシ

3Rの
イチオシ

3Rの
イチオシ

未来に
むけて

未来に
むけて

未来に
むけて

未来に
むけて

総務課 課長
小林 和弘

総務部 環境施設課 専任副課長　
松島 哲也

環境課 課長　
長谷川 修

総務部 部長　
平野 由洋

引火性廃棄物を徹底分別して有価物化を促進
廃油の有価物化を推進し、廃棄物とコストを低減

大量のコーヒー粕を使って地域貢献

太陽光発電設備導入を検討している工場（左）と
工場遊休地（右）
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特集●高砂香料グループの3R活動

▶ ▶ ▶

研究開発本部は、2018 年度内の ISO14001認証取得に向けて取り組み中で、
省エネルギーとともに廃棄物の削減に努めています。業務の中では実験が多く、

廃棄物は第一に廃液、次に廃プラスチックや
動植物性残渣が排出されています。廃棄物処
理については、研究所は平塚工場と同一敷地
内にあるため、工場と連携して廃棄物の分別・
保管を行っています。基本は細かく分別して有
価物になるものは売却します。研究機器等は
独自にリサイクル業者に引き取りを依頼し再利
用するシステムとなっていますが、その他廃棄
物のリサイクルについても現在検討中です。

高砂香料工業

研究開発本部

南海果工

新規アロマイングリディエンツの
開発、香りのデリバリーシステム、
感覚の科学による香りの機能研
究、天然素材の分析・探索、効
率的で環境に配慮した工程設

計などを研究開発。

和歌山県産のウメ・ミカンな
どを原料に、食料品原料、
清涼飲料水を生産。

SDGｓとグリーンケミストリーを考慮した環境に優
しい研究開発を推進

受入サイロで汁と果肉に
分離

配合所で原料を混合 鉄コンテナに充填し
真空パック後発酵処理

配合飼料として給餌

●発酵飼料ができるまで

3Rの
イチオシ

当社ではミカン粕（搾り粕、残渣）が年間約1,000t 排出され、全廃棄物量の
53 ～ 55％を占め、全量を乳牛用の餌にリサイクルしています。ミカン粕はパ

イナップル粕などと混ぜて、コンテナの中で1カ月間発酵させ、さらに牧草と混ぜて飼
料にします。動植物性残渣は短時間で処理する必要がありますが、当社で発酵させた
ものを委託会社が真空パック処理して保存するため、年間を通じて安定供給でき、1,800
頭の乳牛、1,500 頭の仔牛が消費する1日 70t の餌となっています。また、これまで
はミカン粕は産業廃棄物として委託処理していましたが、今後は有価物として引き取っ
てもらえる予定です。

3Rの
イチオシ

ミカン粕に比べて量は少ないもののウメの種が年間100t 排出されます。マテ
リアル・リサイクルの方法を探っていますが、農場での飼料化は「梅酒メーカー

からも打診されたがウメの種のみでは難しい」というのが現状です。和歌山県のある
委託会社が炭にする（梅炭化）取り組みを行っていて、当社も 20㎏コンテナ 5 個分
を提供しましたが、多量の種を消費するまでには至っていません。これが解決できれば

「動植物性残渣100％リサイクル」も夢ではないのですが。

未来に
むけて

総務部 施設管理 主管
石橋 武

環境施設部 部長
篠原 義信

ISO14001 認証取得に向けて廃棄物削減への取り組み

ミカン粕の全量を乳牛の飼料に活用して 3Rを推進

未来に
むけて

廃棄物の分別方法を変えることで有価物化が促進され、資源の有効活用につ
ながるブレークスルーも生まれるのではないか。また、そこから新たなテー

マや目標が見えてくると考えています。

　平塚工場では「ごみゼロ」を目指し廃棄物の再資源化や再利
用を進めています。樹脂製容器・ガラス・廃油の再資源化、鋼製
ドラムの再利用などを推進し、2004 年からは木くずの処理を外
部に委託してペレット状に加工し固形燃料として有効利用してい
ます。近年では木製パレットの良品を委託会社に返却する取り
組みを実施し、ごみゼロへ向けた活動を強化しています。
　そして、2018 年度には産廃処分していたファイバードラムを
分解・分別して再資源化する取り組みを始めました（P.14）。
　また、排水処理場の放流水を循環使用することで地下水の使
用量の節約に努めています。排水処理で発生する汚泥は、以前
は委託会社にて焼却処分していましたが、委託先を変更し、鉄
分回収によるリサイクル化を図りました。水使用量の減少に伴い
排水処理場の負荷が軽減されたことで、現在は汚泥の発生がな
く、汚泥ゼロを維持しています。
　平塚工場は2016年度からフレグランス製造の専用工場となり

ました。フレーバー製造があった頃と比べ、水の使用量が著しく
減少し、排水処理においても負荷が減ったため曝気槽のブロワー
運転を見直し、製造のない夜間は運転を停止する他、タイマー
運転を試験中です。
　今後も推進担当者と各職場が緊密に連携して工場全体で 3R
推進に取り組み、環境保全に努めていきます。

高砂香料工業

平塚工場　▶ごみゼロ・汚泥ゼロを目指し再利用・再資源化に注力　

高砂香料工業

鹿島工場　▶継続的なカイゼン活動で「廃棄物リサイクル率100％」を維持

特集   2018 3R 詳細報告
独自の工夫で３R活動を推進する各事業所

　鹿島工場では、製造工程で大量に発生するコーヒー粕や植物
性残渣を園芸農家や畜産農家に販売するなどして、ゼロ・エミッ
ションを維持し、焼却費用の 9 割を削減。園芸農家や畜産農家
で独自に作られたたい肥は、主にピーマンや菊、菜の花、正月
用の松やセンリョウの栽培に利用されています（P.14）。また、畜
産農家ではコーヒー粕を家畜糞尿と混合することで、たい肥製造
時間の短縮と消臭効果の高い良質な肥料を作り、循環型農業の
関係者から好評を得ています。
　また、衛生対策として、製品はもとより原料・包装資材・副資
材を含むすべての保管用パレットをプラスチック製に変更し、木
製パレットの購入・使用を廃止。これにより木くずの発生を抑制
しています。
　さらに、リサイクル率向上のため分別を徹底し、職場から出る
廃棄物の減量・再資源化を促進。その一環として 2005 年度か

らプラスチック類（ビニール袋、ポリ容器等）は、樹脂パレット
やプランター、電線保護カバー等に再生利用されています。これ
らの継続的なカイゼン活動により「廃棄物リサイクル率100％」
を維持しています。

沈殿槽内に設置された水中ポンプ（沈殿槽内の水を再利用）

廃プラスチックの合成樹脂管の再利用
（電気用の合成樹脂管などに再生利用）
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特集●高砂香料グループの3R活動

上：たい肥を利用したじゃがいも畑
下：大根畑の畝づくり

リサイクル培養土を袋井市の学校へ寄贈

　高砂スパイス秦野工場では、3R 活動にかかわる2018 年度
の環境目標を「廃棄物排出量 年間 46t 以下、水使用量 1日
50㎥以下の維持」と設定し、取り組みを進めています。
　最も注力しているのが「サーマル・リサイクルからマテリアル・
リサイクルへの切り替え」です。この方針に基づき、スパイス
粕の処理委託を「焼却する委託会社からたい肥化する委託会
社に変更」しました（P.15）。
　また、可能な限り資源ごみと廃棄物の分別を図るとともに、
自部門での製造ミスをなくすことで廃棄物 ( 原料・包装資材）
発生量の低減につなげています。
　水の使用量については、効率的な製造計画による器具備品
等の洗浄回数の削減、各部門ごとに１日１回行っている水道使
用量の点検による漏水の有無、異常な使用量の増減チェックを
励行しています。
　さらに啓発ポスターの掲示による節水の呼びかけ等で貴重
な水資源の無駄遣い防止に努めています。

　高砂ケミカル掛川工場は、多種類の製造品目に加え、多品
種少量生産のため、多種多様な廃溶剤・剥離剤などの廃棄物
が発生します。一部は有価物として売却していますが、多くが
委託会社での処理を経てセメント会社向けの燃料としてサーマ
ル・リサイクルされています（P.16）。
　こうした中で、工場では徹底した分別によって有価物化の促
進と廃棄物の排出抑制の両立に取り組んでいます。溶剤・金
属類・古紙段ボールはもちろん、廃棄する安全靴は製造会社
のリサイクルセンターへ直送し、蛍光灯もリース契約により使
用済みの物は返却し、食堂の割り箸も廃止しています。
　また、排水については、2016 ～2017年度に排水処理場の
曝気槽に、効率的なかくはん対流で汚泥の堆積を防ぐ高機能
散気管を導入し、電力使用量の削減と同時に、汚泥発生量を
削減しています。
　今後もきめ細かな 3R 活動を継続展開しながら、有価物化
の拡充と産業廃棄物の削減に取り組んでいきます。

　磐田工場では、３R 活動の柱に「廃棄物の排出量削減・リサ
イクル率の向上・用水の使用量低減」を位置づけ、全部門で取
り組みを推進しています。代表的な事例として、「リデュース（廃
棄物発生量の抑制）」では、工程改良による使用原料助剤の削
減、高負荷排水の自家焼却による減容（P.15）、重油から LNG
への燃料切り替えによるスラッジの削減などで廃棄物発生量の
抑制に努めています。
　「リユース（再使用）」では、冷却水の循環再利用による地
下水・工業用水の節減、ドラム缶など空容器の再利用などで
資源の有効活用を図っています。また、「リサイクル（再資源化）」
では、溶剤の工程プロセス内での再生利用、廃溶剤を排液焼
却炉の燃料として活用、蒸気ドレンの再利用など多岐にわたっ
ています。
　このほか、売却した廃油が石灰焼成用の燃料に活用されたり、
脱水汚泥の処理を外部に委託し、発酵処理して肥料化したり、
鉱さい・燃え殻を委託会社が敷石に加工・販売するなど、幅広
い分野で再資源化され有効活用されています。

　高砂フードプロダクツでは、抽出粕を培養土化し、地域の学
校に無償配布しています（P.16）。製造工程では蒸気を使った殺
菌法から酸性電解水による殺菌消毒への転換により蒸気使用量
を削減しています。また、純水装置から排出される覆水はストッ
クタンクに貯蔵し、ウォータースクラバー（排気中の微粒子を捕集・
除去する装置）の補給水等に再利用することで上水の使用量を
削減しています。
　ドラム缶は再利用し、鉄くずは有価物として売却、プラスチッ
クごみは売却して燃料として活用されています。
　高砂フードプロダクツは、今後も 3R 活動の推進により、省
資源と資源の有効利用に努め、環境負荷の低減に取り組んでい
きます。

高砂香料工業

磐田工場　▶廃棄物や水の排出を削減し、リサイクル率を向上　 高砂フードプロダクツ　▶原料粕を培養土に有効利用

高砂スパイス秦野工場　▶サーマル・リサイクルからマテリアル・リサイクルへ　 高砂ケミカル掛川工場　▶徹底分別により有価物化の促進と排出量の削減を両立

左：工場から送液された覆水を貯蔵
しているタンク
右：覆水を利用して稼働させている
ウォータースクラバー

上：ゴミ（廃棄物・資源ごみ）の分別掲示板
下：高機能散気管導入時の様子

重油からLNG への燃料切り替え

ドラム缶など空容器の
再利用
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特集●高砂香料グループの3R活動

上：ドラム缶のプレス圧
縮の様子
下：脱水汚泥の含水率
削減の取り組み

雨水の希釈利用設備

左：ISO14001を研究開発本
部にて取得申請中
右：超音波流量計を来期導入
予定
下：廃瓶回収作業の様子

上：処理を委託する会
社での配合飼料の保管
下：レトルト殺菌機

（冷却水を一度再利用）

▶

　高砂香料西日本工場は、2017年に取得した環境マネジメン
トシステム ISO14001のもと、継続的な環境負荷の低減を推
進しています。3R の分野では、本格稼働を開始した 2016 年
を基準に「産業廃棄物の発生原単位を2020 年までに 8％削
減」を目標に掲げています。最も大きな比重を占めるのが工程
から出る廃油の有効活用で、全量を処理を委託している会社
に売却し、セメント会社の燃料にリサイクルされています（P.17）。
また、脱水汚泥の含水率削減や製造で使用した金属容器（一
斗缶・ドラム缶）をプレス圧縮するなどして廃棄物の減容を図っ
ています。
　さらに製造棟内の空調は、空冷式スクリューチラーを採用し、
空気中の熱を有効利用することで、水資源とエネルギーの削
減を図っています。
　このほか、紙資源（シュレッダーくず、段ボール等）や樹脂（ク
リーニング袋などの透明フィルム類）の有価物化、各課の作
業に応じた分別一覧表の作成などを進め、廃棄物の発生抑制
や有効活用に取り組んでいます。

　研究開発本部は、複数の研究所で構成され、香りの機能研究、
素材の開発、有機合成や調合・製剤技術の開発、効率的で環
境負荷の少ない工程設計など、香料会社のコアとなる基礎研
究や技術開発を担っています。施設は神奈川県の平塚工場の
敷地内に立地し、実験や分析をはじめとする業務の中で、電気・
水・燃料などのエネルギー資源を消費しながら廃棄物を排出し
ています。
　こうした中で研究開発本部は、高砂香料グループの1サイト
として 2018 年度内の ISO14001の認証取得に向けて取り組
みを進めています。当面の目標は、2020 年までに水・CO2・
廃棄物を2010 年比で 20％削減すること。そのために平塚工
場と連携しながら、省エネ委員会を開催するとともに、エネル
ギー管理員や内部監査員の養成講習を行うなど、所員の啓発
と理解促進に力を注いでいます。
　同時に、水の用途管理を目的とするメーター類の増設、紙
資源の節減に向けたコピー機の個人カード化、廃棄物の分別
法の再検討（P.18）など管理体制の強化に努めています。

　高砂珈琲は、コーヒー飲料・食品に使用する工業用コーヒー
原料を製造する専門会社です。製造過程では、エキス抽出後に
大量のコーヒー粕が排出されますが、たい肥化したものを寄付す
るなどの取り組みを行っています（P .17）。
　また、工程内では、省エネを目的に蒸気ドレンの排熱を回収
し、ボイラ給水の加熱用に再利用しています。さらに下水道放
流水の希釈用として工場敷地内の雨水や臭気対策用水を再利用
し、水資源の節減に努めています。このほか紙資源・ペットボトル・
再生可能ビニール類・鉄くずは、有価物として売却していますが、
廃棄物処理の委託先の選定にあたっては「埋立処理０％」の基
本方針に沿って委託先を決めています。
　今後も 3R 活動を継続的に改善しながら循環型社会の構築に
寄与していきます。

　南海果工は、和歌山県産のミカンやウメなどを原料に、缶・瓶
詰めジュースを一貫生産しています。事業の特性から3R 活動で
最も注力しているのが大量に発生する搾汁残渣の有効利用で、
ミカン粕は全量を処理を委託する会社に引き渡しています。。発酵
処理されたものは乳牛の飼料として活用されています（P.18）。
　容器類は、空容器（ビニール袋、ドラム缶）は再使用し、使
用済みのジュース缶・ドラム缶・段ボールなどは有価物として売
却してリサイクルされています。また、撤去した配管などは加工
して再使用するなどリユースにも積極的に取り組んでいます。
　水資源については、缶飲料用レトルト釜の冷却水の2 回利用、
空冷式冷凍機の採用などで節水に努めています。
　さらに省エネもリデュースの一環と考え、蒸気ボイラの生産量
に応じた台数制御運転、インバータおよび高効率モーターによる
電力の適正化、自然冷媒冷凍機への更新検討などに取り組んで
います。

高砂珈琲磐田工場　▶植物性残渣の有効活用を柱に廃棄物の削減に注力 南海果工　▶植物性残渣の有効利用から水資源の節減まで多面的に

高砂香料西日本工場　▶環境マネジメントシステムに基づき3Rを着実に推進
高砂香料工業

研究開発本部　▶2020年までに水・CO2・廃棄物を20％削減（2010年比）
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高砂香料グループは、「技術立脚の精神に則り社会に貢献する」を企業
理念に、コーポレート・ガバナンスおよびコンプライアンス体制の強化
などを通じて透明性の高い誠実な CSR 経営を目指しています。CSRマネジメント

CSR Management

これまでの歩み
　高砂香料グループは、「地球環境に配慮し、地域社会を
大切にした、世界の人々 から共感を得られる企業を目指す」
という経営基本方針のもと、従来から中期経営計画に合
わせてCSR 活動に積極的に取り組んできました。
　「Takasago Global Plan」の最初のフェーズである
GP-1では環境対応強化を謳いましたが、それよりも前の
2002 年に環境宣言を策定しています。グループ CSR 活
動計画「EHS100プラン」※を2009 年から始動させ、活動
の目標や達成度の評価を環境報告書の中で報告してきまし
た。2010 年にはエネルギー管理委員会を発足させ、省エ
ネ、CO2 排出量削減活動に本格的に力を入れはじめまし
た。2011年には環境 ISO の14001をグローバル統合認
証取得しました。
　GP-2 では EHS100プランの実践を掲げました。環境に

取締役 常務執行役員 コーポレート本部長 兼 EHS Executive　
山形 達哉

　高砂香料グループは 2018 年 4
月に中期経営計画「One-T」を始
動させました。CSR においては、

「活動推進強化の新 3カ年」と位
置づけています。その企画戦略を担う部署として、コーポレー
ト本部という新たな部署も設立されました。前中期経営計画
である GP-3 期間中に発足させた「高砂香料グループ  CSR
チーム」を構成する機能（EHS、人事、サプライチェーン、研
究開発、品質保証）を中心に活動のさらなる強化を図ります。

　当社グループは、2002 年に環境宣言を発表し、従来か
ら環境に対する高い意識と目標を持って取り組んできました。
2009 年から2020 年までを3カ年ごと、4フェーズに区切っ
て策定した EHS100プランという活動計画には、CO2 排出量、
水消費量、廃棄物の削減や化学物質の管理・排出削減といっ
た環境に関する具体的な項目が含まれています。その他 EHS
関係だけでなく、責任ある調達、人権、教育プログラム、社
会との共生など社会的な課題も織り込まれており、当社グルー
プの CSR における中核的な活動計画となっています。「高砂
香料グループ　CSRチーム」では、それぞれ従来からのグロー
バル機能領域の軸を生かし、目標の設定やその進捗状況、
情報共有を図ってきました。当社グループの企業憲章や行動
規範においては、グローバル人事の枠組みを活用し、国内外
すべてのグループ拠点に周知徹底しています。また、本社か
らの発信だけではなく、拠点ごとに行っている社会貢献活動
に関する情報なども、確実に本社に届くような仕組みが整備
されています。同じような体制を各機能領域が有することによ
り、ビジョンや価値観を本社、国内外の事業所間で共有し、
CSR 活動の推進強化につなげています。

　One-T では、注力課題の中でも特に気候変動問題、情報
開示、ISO45001の取得、の 3 つに取り組んでまいります。
　気候変動問題では、TCFD※の提言に沿って積極的に取り
組みます。COP21で採択された気温上昇を 2℃以下に抑え
る取り組みである SBT 認定の取得や、GHG 排出量の第三者
検証を導入することなどを検討しています。CO2 排出量削減
は従来からEHS100プランでも取り上げて取り組んできた重
要テーマです。本社・安全統括本部には、日本の省エネ法の

施行をきっかけに組織されたエネルギー管理の専門部隊もあ
り、日本の各事業所では地球温暖化対策として省エネ活動に
取り組んできました。GP-3 期間では、取り組みの幅を広げ、
日本で培ってきたノウハウを海外グループ会社とも共有し、支
援を開始しました。One-T では、この連携をさらに強化し、
サプライチェーンも含めたスコープで CO2 排出量削減に対す
る取り組みをグループ一丸となって推進していきます。
　次に、情報開示ですが、2018 年に発行した英文サステナ
ビリティレポートは GRI スタンダード（中核）準拠としました。
これに伴い、関連情報を収集するシステムを刷新いたしまし
た。「高砂香料グループ CSRチーム」を通じて機能領域ごと
に情報収集をしています。今後はさらにスコープを拡大し、情
報開示の改善を図っていきます。
　3 つ目の ISO45001取得においては、全グループでの認証
取得を目指していきます。当社は、2013 年の平塚工場での
火災事故を教訓とし、「安全」に強い思いと決意を持って対策
活動に取り組んでおります。GP-3 期間中に具体的な指針を
示す Minimum EHS Requirementsを作成し全社的な浸透
を図っています。今後は、ISO45001の認証取得によりグルー
プでの労働安全活動の一層の強化を図り、統一された仕組み・
運用を整備してまいります。

　One-T では、高砂香料グループ独自の CSR 推進体制を通
して、経済的活動のみならず、環境・社会的活動にもより一
層注力していきます。特に、環境課題、人権問題への取り組
み、労働安全、人材開発、社会貢献活動を強化し、持続的
な社会の創造に貢献してまいります。

高砂香料グループのCSRにおける取り組み

T-ReCS® による CSR データ管理
　高砂香料グループでは、国内
外拠点の各種 CSRデータを集約
し、管理するために「T-ReCS®」
というシステムを活用しています。T-ReCS とは、Takasago 
Responsible Care System の略称で、2010 年に環境データ収
集の目的で導入しました。今では社会面におけるデータ収集にも活
用範囲を拡大させています。

対する項目はもちろん、基本的人権の尊重や地域社会との
共生といった環境以外の項目にも力を入れ、2013 年から
は環境報告書から社会・環境報告書へと発展させました。
　GP-3 では CSR 体制の構築を図りました。グローバル
の CSR 推進体制が構築できたことにより、GRI ガイドラ
インに則ったレポートを英語で発行し、情報開示の強化に
つなげることができました。また、国連グローバル・コン
パクトに署名をしました。今後もグループ各社において事
業活動・従業員の行動へ浸透を図っていきます。
　One-T では、これまで培ってきたことをベースに、環境、
健康・衛生、安全（EHS）や社会的課題への対応、ガバ
ナンスの強化、そして情報開示に特に力を入れて、CSRの
推進強化を図っていきます。

※「EHS100 プラン」は、ウェブサイトにて公開しております。是非ご覧ください。
　       https://www.takasago.com/ja/sustainability/ehs100.html

※ TCFD：2015 年に金融安定理事会によって設立された、気候関連財務
情報開示タスクフォース（Task Force on Climate-related Financial 
Disclosures）のこと。
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マテリアルな項目 SDGs

教育と研修

気候変動

顧客の安全衛生

グリーンケミストリー

人権

イノベーション

マテリアルな項目 SDGs

地域コミュニティ

労働安全衛生

従業員の多様化

環境負荷削減

責任ある調達

サプライヤーの社会面／
環境面アセスメント

透明性

た。今後も継続して開催し、グループ CSR 中期計画であ
る EHS100プランを中心に、新たな重要課題も取り入れ
ながらCSR 活動を推進していきます。

事業活動と世界の課題
　当社は、2017 年 6 月に国連グローバル・コンパクトに
署名しました。国連グローバル・コンパクトの掲げる「人
権・労働・環境・腐敗防止」に関する10 原則を支持し、
すべてのステークホルダーに対して責任ある経営を推進し
ていきます。また、世界の課題の縮図でもある、持続可能
な開発目標（SDGs）の 17 の目標と169 のターゲットに
ついても、当社グループが事業活動を通して取り組めるこ

とを精査し、地球規模の課題解決に貢献することを目指し
ます。

企業憲章の見直し
　当社では、本社と国際人事グループが連携体制をとって、
グループの企業憲章・行動規範を国内外の従業員に周知
徹底しています。グローバルでのガバナンス強化を図ると
ともに、企業憲章や行動規範を通してCSR を事業活動や
従業員一人ひとりの行動に浸透させています。
　2017 年は、経団連の企業行動規範が SDGs の達成を
柱として改定された年でした。当社でも、2018 年に企業
憲章を見直し、改定いたしました。

マテリアリティ※

　当社は、2017 年に外部有識者の意見を取り入れなが
ら、初めてとなるマテリアリティの特定作業をしました。当
社グループのマテリアリティ図は、ステークホルダーにとっ
ての重要度を縦軸に、当社グループにとっての重要度を横
軸にとり、両者にとって特に優先順位の高い項目を紫色で
示しています。これらの項目についてグループ一丸となって
取り組み、積極的に情報開示をしていきます。

高砂香料グループのマテリアリティ

高い

低い 高い

グリーンケミストリー
サプライヤーの社会面／環境面
アセスメント
従業員の多様化　
地域コミュニティ

環境負荷削減
気候変動
労働安全衛生
顧客の安全衛生
イノベーション

雇用
生物多様性

責任ある調達
教育と研修
透明性

人権

公正な競争
腐敗防止
リスクマネジメント

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

高砂香料グループにとっての重要度

非
常
に
高
い

高
い

高い 非常に高い

CSR ビジョン
　高砂香料グループは、地球環境に配慮し、社会に信頼
される企業を目指して、未来を見据えた事業活動の推進
を通じてより良い社会づくりに貢献していきます。
　また、社会の公器として、企業活動の経済面、環境面、
社会面という3つの側面でバランスの取れた経営を推進し
ていきます。具体的には、産業廃棄物の削減やエネルギー
効率の見直しなどで環境負荷を低減し、生物由来の原材
料の保全に努めるとともに、多様な人材を活用するダイバー
シティ・マネジメントなどに積極的に取り組んでいます。

CSR 推進体制
　当社グループは、CSR を持続的成長および中長期的な
企業価値向上のための重要な要素であると位置づけ、日々
の事業活動に取り入れています。グループ全体でビジョン
と価値観を共有するため、また活動を積極的に推進させ
るために発足したのが「高砂香料グループ　CSR チーム」
です。EHS、人事、サプライチェーン（調達・生産・物流）、
研究開発、品質保証の5つの機能を主としたチーム編成と
なっており、それぞれの機能が部署や拠点を超えた協力体
制をとっています。チームの発足以来、毎月本社では「CSR
推進会議」を開催し、各部門から集まった代表者間でそ
れぞれの活動目標やその進捗状況の確認等を行ってきまし

サプライ
チェーン

※マテリアリティ：一定の評価・選定プロセスを通じて特定された、「CSR に
おける重要項目」のこと。当社が参照する「GRI スタンダード」（報告書に
関するグローバルなガイドライン）では、マテリアルである ( 重要性が高い )
と特定した項目について報告を行うこととしている。
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コーポレート・ガバナンス体制図

コーポレート・ガバナンス
　ステークホルダーの皆様から信頼され、評価される経営
を目指す高砂香料グループは、経営判断の適正性・経営
のチェック機能および情報開示による経営の透明性を高め
ることに努め、コーポレート・ガバナンスの充実を図って
います。
　取締役会では、「内部統制に関する基本方針」を定めて
います。取締役による経営判断の効率化と業務執行の迅
速性を確保するため、執行役員制を導入し、取締役会の
企業統治機能と執行役員による業務執行の分化を図って
います。
　当社が東京証券取引所に提出している「コーポレート・
ガバナンス報告書」は、ウェブサイトで公開しています。

コンプライアンス体制
　コンプライアンスを経営上の重要な課題と認識し、公正
かつ適切な企業活動の展開やコーポレート・ガバナンスを
充実させていく中で、体制の継続的な改善を図っています。
企業憲章および行動規範で法令や社会規範の遵守を挙げ
るとともに、内部通報制度「明日への窓」を設置し、コン
プライアンスに関連する制度や諸規定を整備しています。
　また、監査部においては適正な業務運営に対する業務
監査を、安全統括本部においては労働安全衛生・環境
保全・保安防災に関する監査を実施し、それぞれ関連

する法令への適合性を含めた監査としています。さらに、
ISO14001 などのマネジメントシステムに対する外部審査
を受審する際にも関連法令への遵守状況が確認されてい
ます。2017 年度は、国内 10 ヵ所、海外 10 ヵ所で、監
査法人 SGS による審査を受審し、重大な法令違反はあり
ませんでした。

コンプライアンス委員会
　代表取締役社長を委員長とする「コンプライアンス委員
会」を設け、重要事項を審議・立案・推進し、コンプライ
アンス体制の確立・遵法精神の徹底を図っています。
　コンプライアンス委員会では、職制や個人での解決が困
難なコンプライアンスに関するさまざまな問題について、内
部通報制度を通して倫理や法令の遵守に努めています。当
社グループの業務に従事するすべての者が利用できる相談
窓口「明日への窓」を設置しています。

リスクと危機管理
　当社グループは、安定した事業活動の継続もステークホ
ルダーに対する責任のひとつと受け止め、定期的に事業に
おけるリスクを洗い出し、リスクが顕在化した場合の事業
活動への影響を計るとともに、影響の回避や軽減を図る
対策に努めています。当社が想定するリスクには、右記を
含みます。

❶気候変動によるリスク
　天候不順、特に夏場の天候不順が、当社グループ
の主力製品である飲料用フレーバー等の販売に影響
を及ぼす可能性があります。また、当社グループはさ
まざまな天然原料を調達しておりますが、これら原材
料の生産地にて天候不良などによる不作が生じた場
合、調達価格の上昇や供給不足を招くリスクをはらん
でおり、当社グループの業績が重要な影響を受ける可
能性があります。

❷為替レートの変動によるリスク
　当社グループは研究・製造・販売をグローバルに
展開しており、海外連結子会社が 11 社含まれており
ますが、連結に際して、為替レートの変動によって円
換算後の個別財務諸表を取り込んだ連結財務諸表が
影響を受ける可能性があります。また、外国通貨建て
取引については、為替変動の影響を受けますが、大
幅な変動が生じた場合には、当社グループの業績が
重要な影響を受ける可能性があります。

❸事業のグローバル化によるリスク
　当社グループはグローバルに事業を展開しており、
各国における予測し得ない法律・規制の変更や、テロ・
戦争等の政治的・経済的混乱、伝染病の蔓延等の社
会的混乱などによって、現地の生産活動や販売活動
が重要な影響を受ける可能性があります。

❹調達、販売に係るリスク
　当社グループは複数の取引先から原料・商品を調
達しており、販売についても多岐に及ぶため、天災、
消費者嗜好、法的規制、その他重大な変化により調
達、販売に困難が生じ、当社グループの業績が重要
な影響を受ける可能性があります。

❺事故、災害に係るリスク
　当社グループの生産拠点において、自然災害や火災、
爆発等の災害事故により生産設備に損害が発生した
場合には、生産活動に支障が生じることで、当社グルー
プの業績が重要な影響を受ける可能性があります。

❻新製品の研究開発に係るリスク
　当社グループは、消費者の潜在的なニーズを予想
して新製品の研究開発に引き続き努力いたしますが、
研究開発の遅れや消費者のニーズの予期せぬ変化等
によって、所期の研究開発投資効果が十分に得られ
ない可能性があります。

❼情報セキュリティに係るリスク
　当社グループでは業務運営に必要な、顧客情報や
経営に係る重要情報等の機密情報を多数保有してお
りますが、不正アクセスやコンピュータウイルスの感
染などによる機密情報の漏洩、改ざん、消失やコン
ピュータシステムが一時的に利用できなくなるリスク
が考えられます。このような事態が発生した場合には、
当社グループの業績に重要な影響を及ぼす可能性が
あります。

❽経済情勢等に関するリスク
　日本や海外の主要市場における将来の景気の後退、
または減速等の経済不振は当社グループの商品に対
する購買力や消費者需要に悪影響を及ぼす可能性が
あります。低迷する経済情勢のもとでは、消費者が嗜
好品等の買い控えを行う可能性があります。日本その
他の主要市場における当社グループの商品に対する消
費者需要の低下は業績に重要な影響を及ぼす可能性
があります。

❾環境に係るリスク
　当社グループは、事業展開している世界各国の環
境関連諸法令・諸規程を遵守しております。しかし、
将来においてこれらの法規制が厳格化された場合、
費用負担の増大、事業活動の制限につながるおそれ
があり、業績に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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社会性報告
Social Report 高砂香料グループは、人や社会、地球環境との調和を図りながら、

より良い社会の実現に貢献する企業を目指します。

国内での取り組み

● 鹿島工場　共同防災訓練の実施　
　2017年11月、鹿島工場が加盟する波崎地区企業連絡
会の共同防災訓練が開催され、火災発生を想定した防火
訓練を実施しました。鹿島工場では大規模な地震発生を
想定した訓練や、大
津波に備えて屋上へ
避難する訓練など、
従業員の安全を守る
自主防災訓練も実施
しています。

● 磐田工場　磐田市まち美化パートナー制度に加入
　磐田工場では、磐田市が推進する「磐田市まち美化パー
トナー制度」に継続して加入しています。
　河川の自主清掃活
動を毎月実施している
他、近隣企業と磐田市
による合同の「まち美化
ウォークラリー」にも参
加し、地域の環境美化
に努めています。

● 高砂ケミカル　海岸清掃ボランティア
　高砂ケミカルでは、
工場周辺の清掃活動
のほか、海岸清掃ボ
ランティアに参加をし
ています。また、海岸
防災林の植樹会、不

法投棄廃棄物の回収作業などを行い、地域社会に密着し
た社会貢献活動に積極的に取り組んでいます。

● 高砂香料西日本工場　三原やっさ祭りで新人賞獲得
　第 42 回三原やっさ祭り（広島県三原市）に高砂香料西
日本工場が初参加し、やっさ踊りで新人賞を獲得しました。
地域に根差した企業
活動に努め、昔から
親しまれている三原
やっさ祭りにこれか
らも積極的に参加し
ていきます。

海外での取り組み

● 中国・広州　老人介護施設を訪問　
　高砂広州では老人介護施設を訪問し、フルーツなどの
差し入れと施設の清掃を行いました。お年寄りの皆さんが
若い方とコミュニケー
ションをとる機会は
あまりないとのこと
で、高砂広州の従業
員の訪問は大変喜ば
れました。

● アメリカ  献血活動に協力　
　高砂アメリカでは数年にわたってアメリカ赤十字社と提
携し、献血に協力をしています。一名の献血により、約 3
名の命を救うことが
できるとされており、
2017年は従業員 35
名の協力により、地
域社会の約105 名の
命を助けることに貢
献しました。

間に香りをかぐことで、子どもたちにさらに深く本の世界
に入りこんでもらおうという初めての試みとなりました。

● 台湾のアーティスト・許家維氏の作品『高砂』に協力
　平塚工場では、台湾のアーティスト許家維氏の映像作
品の撮影に協力しました。
　許氏は、戦前台湾に本社があった当社の活動を参考に、
能楽師が能楽「高砂」を工場で舞うシーンを撮影しました。
完成した作品『高砂』は台湾台北の美術館で公開されま
した。
　許氏はさまざまな作
品を発表されており、
2017 年 5 月には視覚
芸術および舞台芸術に
おける優れた表現に贈
られる「台湾芸術賞」
において15 回目のグランプリを受賞されています。

● 高砂コレクション®

　香りの歴史は 5000 年以上ともいわれ、人類は長い歴
史の中で独特な香り文化を形成してきました。
　高砂コレクションは、日本の伝統芸道を伝える香道具、
香炉、香合をはじめ、中国の香炉、古代エジプト、ギリシャ、
ローマ時代の香油瓶、そして18 世紀から現代に至る香水
瓶など約1000 点に及び、その一部を本社ギャラリーでご
覧いただくことができます。
　高砂コレクションは、大田区が発行する「大田区ミュー
ジアムガイド」にも掲載されています。

文化活動としての取り組み

● 高校化学デジタル教材の撮影に協力　
　デジタル教材は、
教室での実験や観察
が困難なものを中心
に、実写映像や CG
などを用いて学習の
理解を深めるための
ツールです。高校教科書の「有機化合物の香り」という項
目で、香りはどのように作られているのか、生活の中で香
りがどれだけ重要なのかを理解してもらう映像の撮影に協
力をしました。

●「ルネ・ラリックの香水瓶
　－－アール・デコ、香りと装いの美－－」展　　
　渋谷区立松濤美術館で開催された同展において、1912
年に発売の香水瓶〈シダ〉に合わせた香りと、フランス王
妃マリー・アントワネット、皇后ジョセフィーヌをイメージ
した香りを提供しました。
　「香水瓶の中の世界」と題した香水講座では、香りの歴
史や香水のトレンドな
ど、当社調香師が講
義を行い、参加者に
はあわせて香水をか
いでいただくことで、
香りへの興味と理解
を深める機会となりま
した。

● 名古屋市名東図書館に香料を提供　
　名東としょかんまつりで開催された「かおりのおはなし
会」では、「カレーライ
ス」「チョコレートパン」
という絵本に合わせ
て、カレーとチョコレー
トの香料を提供しまし
た。読み聞かせの合

■地域・社会とのかかわり
高砂香料グループは、地域の方 と々良好なコミュニケー
ションを図りながら、ボランティア活動や地域交流に
積極的に参加しています。また、香料会社の特性を活
かし、多くの方に香りへの親しみを深めていただく活動
に取り組んでいます。

【高砂コレクション・ギャラリーのご案内】
東京都大田区蒲田 5-37-1 
ニッセイアロマスクエア 17F
営業時間：10:00 〜17:00

（入室は閉室の 30 分前まで）
定休日： 土日祝日、年末年始、当社休業日
※ 10 名以上の場合は事前予約が必要
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Social Report

ダイバーシティ
　新しい価値を創出し続けるために、あらゆる差別のない
雇用を推進、多様な人材が特性や個性を生かし、いきい
きと働くことのできる職場環境づくりに取り組んでいます。

● 女性の活躍推進
　仕事と家庭、育児との両立のための制度の充実を図る
とともに、「女性の職業生活における活躍の推進に関する
法律（女性活躍推進法）」に基づいて作成した行動計画
に従い、女性管理職育成・意識改革を目的とした女性向
けキャリア支援研修を実施、女性管理職の比率増加と
活躍を推進しています。

　2020 年度末までに女性管理職比率 16％以上を目指
します。

● 障がい者雇用の促進　
　障がい者の方が、能力を最大限に発揮し活躍できる雇
用の場の創出と、定着を図る雇用制度を進めています。「障
害者の雇用の促進等に関する法律」で定められている法
定雇用率を遵守するとともに、さらなる雇用促進を目指し
ています。

● 外国籍人材の採用
　グローバルに活躍できる人材育成の一環として、外国籍
人材の採用にも積極的に取り組んでいます。
　日本での就業を希望する外国籍の方を対象にした企業
説明会への参加や、インターンシップ生の受け入れも実施
しています。多様な発想や知識などそれぞれの強みを生か
し、新しい価値を生み出すことに期待しています。

● 定年再雇用制度　
　定年を迎えた 60 歳以上の従業員には、それまでの経
験や能力を発揮できる再雇用制度を設けています。
　また、定年前の従業員を対象に、ライフプランセミナー
を開催、定年後の生活設計について支援を行っています。
さらに退職後は OB 会である「高友会」に加入が可能、
それまで一緒に働いてきた仲間との交流の機会が設けら
れています。

ワークライフバランス
　仕事と生活の調和を保ちながら充実して働けるように、
高砂香料ではワークライフバランスの実現に取り組んでい
ます。

● 休暇の取得向上　
　年次有給休暇については、従来からの1日単位、半日
単位での取得に加え、1時間単位での時間単位有給休暇

（年間最大 5日分相当）の取得を可能とすることで、休暇
を取得しやすい環境の実現に取り組んでいます。また、勤
続 10 年以降、5 年ごとに 5日間のリフレッシュ休暇が取
得できます。勤続 15 周年、25 周年を迎えた社員には感
謝の意を込めて、勤続表彰金も支給されます。

● ノー残業デーの実施
　時間外労働の削減などにより、労働時間の適正化を図
るとともに、業務改善による効率の向上や終業後の有効
な時間活用を推進しています。毎月第 2・第 3 水曜日は

「ノー残業デー」とし、継続的に運用しています。

人材育成
　個人の多様な要望や価値観の充足を実現するため、当
社グループでは積極的に人材育成に取り組み、働きがい
のある職場づくりを推進しています。

● 階層別研修　
　新入社員から経営層までの職位に応じた研修を実施、そ
れぞれの階層に必要な教育制度を充実させることで、人的
資源を最大限に活用できる人材の育成に取り組んでいます。

● 育児支援　
　育児休業や育児時間、看護休暇の制度を整え、安心し
て従業員が仕事と育児を両立させながら働ける環境づくり
を推進しています。

● 介護支援　
　家族に介護が必要になっても退職することなく、長期に
わたって働き続けられるように介護休暇および介護休業制
度を設けています。

■従業員とのかかわり
高砂香料では、従業員の多様性、人格、個性を尊重す
るとともに、一人ひとりが能力を発揮し成長ができるよ
う、健康と安全に配慮した働きやすい職場環境づくり
に努めています。

■ 従業員数：1,005 名
■ 平均勤続年数：15.4 年（男性15.8 年　女性14.3 年）
■ 平均年齢：40.2 歳（男性 40.5 歳　女性 39.0 歳）
■ 新卒者 3 年後定着率：95％（2015 年 4 月1日入社）
■ 自己都合離職率：1.8％
■ 年間所定労働時間：1,776 時間　　　　　　※ 2017 年度

2017 年度育児
休業取得者（名）

育児休業取得権利
保持者※（名） 割合（％）

男性 1 23 4
女性 9 9 100
合計 10 32 31

2017 年度中に育児
休業から復職した

従業員（名）
復職予定者数（名） 割合（％）

男性 2 2 100
女性 10 10 100
合計 12 12 100

育児休業の取得状況

育児休業後の復職率

※男性：年度内に子どもが生まれた者 
　女性：年度内に産前産後休業が終了し、育児休業を取得できる者

■ 育児休業制度
子どもが満 1歳 6 カ月になるまでの期間、育児休業が取得
できます。

■ 育児短時間勤務
3 歳に満たない子どもを養育する場合、1日 6 時間の就業に
することが可能です。

■ 育児時間
子どもが小学校 3 年生終了時まで、1日1時間を上限とし、
30 分単位で取得が可能です。

■ 看護休暇制度
小学校入学前の子どもの看護を必要とする場合、1名につき
年 6 日の休暇が取得できます。

■ 介護休暇
要介護状態にある家族の介護やその他の世話をする従業員
は、対象の家族一名につき年間 5 日、2 名以上を介護する
場合は、年間 10 日を限度として休暇が取得できます。

■ 介護休業
半日単位で年 40 回までの取得が可能、さらに1カ月単位の
取得と合わせて最長12カ月の休業が可能です。

時間外労働平均時間数

平均有休取得率 

年間総実労働時間数 

女性管理職人数と比率（対管理職全員）

平均有休取得日数

障がい者雇用率
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Social Report

バイオエコロジーを目指した素材開発

● 高砂カレッジ　
　高砂香料グループを支えていく人材の育成を目的に
2009 年に開講。若手社員を対象にした基礎コースでは、
お互いの業務を理解し深め合うことを目的に、自らが講
師となりプレゼンテーションを経験することで、業務遂行
能力や発信力を強化しています。
　また、2012 年からは専門コースを追加、従業員の知識
や技術をさらに高めるプログラムを実施しています。中期
経営計画のキーワードである「変革」に向けて、既存の枠
組みにとらわれがちな思考を広げることを目標に、新しい
提案や挑戦に柔軟な対応ができるような研修を行ってい
ます。

● 自己啓発制度　
　従業員自らが積極的にスキルアップを目指せる学習環
境を提供しています。社内で開催をしている英会話やフラ
ンス語会話などの語学研修をはじめ、通信教育ではマネ
ジメントやビジネススキル、財務分析など、それぞれの興
味や必要に応じた多くの講座を設定しています。また、会
社が定める公的資格取得のための受講料補助も行ってい
ます。

● 自己申告制度
　従業員が自分自身の仕事や家庭の状況を会社に伝える
自己申告制度を設けています。この制度は、新たに挑戦
してみたい仕事や現状の問題点などを、上司を介さずに直
接人事総務部長宛に親展で申告をする仕組みです。本人
の適性や希望を考慮し、適材適所の人員配置を推進して
います。

● 経営トップとの直接対話
　入社 2 年目、4 年目、6 年目の若手社員と社長の桝村が、
直接対話ができる食事の機会を設けています。若手社員
が普段どのように仕事に取り組んでいるのか、アイデアや
工夫などを自由に話せる機会であるとともに、会社からの
メッセージを伝える貴重な時間にもなっています。

健康維持・増進
　従業員の心身の健康管理・増進のため、さまざまな活
動を行っています。

● 身体の健康づくり　
　定期健康診断のほか、特殊健康診断や雇い入れ時の
健康診断など、法令に則り適正に実施しています。また、
35 歳以上の従業員は 2 年に一度、人間ドックの受診対象
となっています。健康診断後、必要な従業員に対しては、
産業医や看護師による保健指導を実施しています。

● 心の健康管理　
　仕事や職場環境などにさまざまな不安や悩みを持つ従
業員が、社内でカウンセリングを受けられる体制を整えて
います。毎月社内ポータルサイトで発信される「メンタル
ヘルス通信」には、メンタルヘルスの情報やカウンセリン
グの活動予定が掲載されています。

● 部活動・高砂杯の開催
　社内にはさまざまな部活動があり、多くの従業員が参加
をしています。毎年開催されるスポーツ大会「高砂杯」では、
バレーボールやバスケットボール、野球やフットサルを通
じて、従業員同士が交流を深める機会にもなっています。

研究開発
　研究開発は、高砂香料グループの技術立脚の精神を支
える事業活動の柱です。市場が求めるフレーバー、フレグ
ランスや医薬品中間体を創出することで、カスタマーファー

ストを実現するとともに、クオリティ・オブ・ライフの向上
を目指していきます。

● 事業活動を通じてお客様に貢献　
　当社グループの事業は「フレーバー事業」「フレグランス
事業」「アロマイングリディエンツ事業」「ファインケミカル
事業」の4事業で構成されます。研究開発本部は、合成技
術や分析技術、新事業につながる基盤技術などの研究を
行い、高品質な製品開発はもとより、環境に配慮しつつ社
会全体の満足度を高める製品開発を支えています。

■お客様とのかかわり
飽くなき研究開発による高品質の追求、適正な情報開示
やグローバルなサプライヤーとのパートナーシップの強化
などに努め、信頼され続ける企業として成長していきます。

　高砂香料グループでは、長年のℓ-
メントールの製造において、再生可能
原料の利用、触媒技術の活用、フロー
設備の導入を実施しており、サステナ
ビリティは当社グループの DNAです。

2018 年から始まった新中期経営計画 One-T においては、
研究開発方針の柱のひとつとして「SDGs（持続可能な開
発目標）とGSC（グリーンサステナブルケミストリー）を
考慮した環境に優しい研究開発」を掲げ、環境に配慮し
たアロマ素材開発を積極的に行っております。
　開発技術の中でも、バイオテクノロジーは近未来に地球
規模で懸念される人口・食糧・水問題、気候変動・環境汚染、
パンデミック等の課題を克服し得る重要な基盤技術のひと
つです。香料成分は、古来より天然の花や樹液、動物の分
泌物から採取されてきましたが、サンダルウッドやムスクの
原料は、希少な動植物の白檀や麝香鹿などで、ワシントン
条約などの規制対象にもなっております。当社では、生物
多様性（バイオダイバーシティ）の保全に配慮し、近年の
欧米を中心とする天然香料の需要の高まりにお応えすべく、
バイオテクノロジーを発展させ、フレーバー素材として使用
される天然香料を代替す
ることのできるナチュラル
フレーバー素材開発を実
施しております。
　ナチュラルフレーバー素
材開発では、当社が保有

する独自のライブラリーより微生物や酵素のスクリーニン
グを実施し、バイオテクノロジーによる新たな生物変換反
応を用いた、独自のナチュラルフレーバー素材の製品化に
成功しております。現在、さらなるラインナップ拡充を強化
しており、高砂フードプロダクツ株式会社での製造に加え、
2016 年に米国の Centre Ingredient Technology, Inc.
をグループ化し、最大 5,500L の発酵槽を有する Kosher
対応可能な製造拠点を確保するなど、バイオプロセスによ
る製造強化も図っております。

　一方、フレグランス用香
料素材では、業界で初めて
となるバイオベースド値（そ
の化合物が有する炭素数の
うち非石油化学原料由来の

炭素数が占める割合）をカタログに公開し、ユーザーのバ
イオエコロジーに対するニーズにお応えするとともに、近年
では再生可能原料を利用し、独自の触媒的不斉合成技術
を組み合わせた BIOMUGUET® や BIOCYCLAMOL® の上
市をいたしました。新たなプロセスの開発・改良として、パ
イプフローリアクター（PFR）や連続 / 半連続反応槽型装置

（CSTR）での商業生産も実現しており、新規触媒設計や効
率的な反応プロセス開発も重点的に実施しております。
　当社では、2020 年に迎える創業 100 周年に向け、高
砂香料の原点である有機合成化学とバイオテクノロジーの
融合によるバイオエコロジーな循環型持続的社会への貢献
を目指し、研究開発に取り組んでおります。

■ 長時間労働への対応
時間外労働が月 50 時間を超えた従業員に対しては、産業
医による面談の機会を設けています。従業員の健康状況を
把握するとともに、産業医の見解に基づいた必要な措置を
行っています。

■ インフルエンザ予防接種費用の補助
インフルエンザ予防接種費用の一部を会社補助とし、感染
拡大による事業活動の停止を防いでいます。

■ 研修の実施
全従業員を対象とした「セルフケア研修」では、自身の考え
方の傾向を知るとともに、生産性向上やメンタルヘルスに効
果を発揮している事例を学びました。また、管理職を対象に
した「ラインケア研修」「ハラスメント防止研修」では、メン
タル不調やハラスメントを未然に防止する方法や、部下から
相談を受けた場合の適切な対応について学んでいます。

TOPICS
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品質保証
　高砂香料グループは、お客様の製品品質と安全に対す
るニーズやご要望にお応えするために、価値あるパートナー
としてお客様とともに歩み続けることをお約束します。

● 品質保証体制　
　高砂香料グループ品質保証部門の使命は、政府機関、
顧客、また業界団体により定められた法規制および安全
基準に準拠した、安全・安心かつ信頼性の高いフレグラン
ス、フレーバー、アロマイングリディエンツ、ファインケミ
カル製品を提供し続けることです。
　品質保証部門は独立した組織であり、「高砂香料グルー
プ品質保証理念」のもと、各国の品質保証部門がひとつ
になった One 品質保証体制を構築しています。この体制
には、本社機能としてグローバル QC センターおよびグ
ローバル安全性法規制センターを配置し、各国の品質保
証部門と密接に連携を取っています。また、コーポレート

SOP※と各種ガイドラインの作成を行い、グループ全社で
標準化された業務フローに基づき適切な形で品質保証活
動を行っていることを確認しています。
　このようにして、当社グループは世界中のすべてのお客
様に、ご満足いただける品質を提供できるよう体制を整備
しています。

● QC ポリシーおよびガイドライン　
　コーポレートQC ポリシーは、企業理念、経営基本方針、
企業憲章を踏まえ策定されています。 グローバルで一貫
した品質理念のもと、お客様の期待にお応えできる仕組
みを構築しています。
　すべての事業部門およびすべての地域の品質管理部門
において詳細な品質管理手順を標準化するために、コー
ポレート QC ポリシーに沿ってコーポレート QC-SOP を
作成しています。また、より詳細に書かれた各種ガイドラ
インは、各国の品質管理手順および運用にも組み込まれ、
グローバルで統一した品質管理を行っています。

● 国際会議　
　お客様や市場のニーズに合った安全・安心な品質を提
供していくために、定期的に品質保証部門の国際会議を
開催し、最新の法規制への対応やポリシーおよびガイドラ
インの更新について協議しています。また、共通する課題
や懸案事項を議論し、解決に向けた取り組みの実施や水
平展開を図っています。この会議を通じ、全世界のすべて
のお客様に同じレベルの品質とサービスが提供できるよう
継続的に改善しています。

● 専門技能トレーニング
　品質とサービスをより良いものに改善し維持していくた
めに、グローバル QC センターが国内外すべての品質管

理部門に対し、官能評価や分析技術などに関するさまざ
まなトレーニングを実施しています。トレーニングの結果
は各拠点の責任者へ迅速に共有されると同時に、必要に
応じて課題設定が行われる仕組みになっています。今後
も専門技能トレーニングをさらに充実させ、品質管理部
門の技能向上に向け継続的改善を図ってまいります。

● コンプライアンス　
　最新の規制・法令を遵守することをコーポレートQC ポ
リシーに掲げています。グローバル安全性法規制センター
は、法規制、顧客要求、また FEMA、IFRA、RIFM、
IOFI など業界団体からの基準およびガイドラインの改定
に対応するため、継続的に情報収集を行っています。製品
が安全・安心かつ信頼されるよう、グローバルでのタイム
リーな情報共有を通じてコンプライアンス対応を図ってい
ます。

● 品質保証に関する認証　
　当社グループは求められた品質を製造し提供できるよ
う、ニーズに合わせて ISO 9001、FSSC 22000／ ISO 
22000、GFSI など、国際的な品質・食品安全の管理運
用のための認証取得を進めています。国内外のグループ
会社を含む全社的な取り組みであり、国際規格の適切な
運用は、グローバルで標準化を推進すると同時に、品質
とサービスの向上にも役立てられています。

● 品質監査
　品質管理体制をさらに強化するため、グローバル QC
センターは定期的に国内外の製造拠点に対し実地で品質
監査を実施し、状況の確認を行っています。監査実施後は、
各拠点から報告される月次報告書を通じ、是正処置およ
び予防処置が計画通りに履行されていることを確認し、必
要に応じて指導を行っています。

    コーポレート QC ポリシー
1.  法的要求事項の遵守
2.  確かな品質保証とお客様との情報共有
3.  原料、製造工程、製品の徹底管理と、検証と見直し
4.  独立した品質保証体制

2018年1月17日　
高砂香料工業株式会社
代表取締役社長

高砂香料グループは、お客様にご満足いただく為に
統一した管理基準に従って

安全で且つ安心な製品を供給し続けてまいります。

1. 法的要求事項の遵守
2. 確かな品質保証とお客様との情報共有
3. 原料、製造工程、製品の徹底管理と、検証と見直し
4. 独立した品質保証体制

コーポレートQC宣言

Corporate
QC

Policy

The TAKASAGO group is committed to
supply only safe and reliable products

that meet our industry’s and customer’s quality,
safety and regulatory requirements.

We will assure this by:
1. Complying with all legal and regulatory requirements.
2. Continuously improving our Quality Control systems and procedures to

ensure that we only provide safe and reliable products of consistent quality.
3. Assuring a thorough quality assurance management and verification

process of our raw materials and manufacturing processes.
4. Having an independent Quality Assurance organization.

Corporate QC Statement

Corporate
QC
Policy

Jan 17, 2018

Satoshi Masumura
President and Chief Executive Officer
TAKASAGO INTERNATIONAL CORPORATION

※ SOP：Standard Operating Procedure の略で、標準作業手順書のことを指す。
　業務を均質に遂行できるように作成された作業手順書。
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　TaSuKI の活動例として、以下の 3 つの取り組みを紹介
します。

TAKASOURCE
　持続可能な調達を実現する方法に、社会的、倫理的、
環境的な要因をサプライヤー選定のプロセスに統合する
手法があります。責任ある調達において、私たちのひと
つの最終目標は、サプライヤーや生産者と強固で長期
的な原料供給関係を構築するとともに、環境、地域社
会を保護・改善することです。そのため、2016 年に、
Ecocert から認証された、原材料の責任ある調達レベ
ルを分析する TAKASOURCE(TAKAsago SOUrcing 
with Responsible Care and Ethics)というツールを開
発しました。　
　このツールは、持続可能性の判断基準となる 3 つの次
元 ( 社会、環境、経済 )から構成されており、潜在的なリ
スクを特定し、各供給元（原材料 / サプライヤー）を評価し、
適切なサプライヤー選択を可能にします。

● 社外ステークホルダーとの協働
　当社グループは、2017 年に、RSPO（Roundtable on 
Sustainable Palm Oil）※1、RCPA（Renewable Citrus 
Products Association）※ 2 の会員となり、持続可能な天
然由来原料の調達に取り組んでいます。
　2016 年より、高砂香料は、労働環境、安全衛生、環
境管理、ビジネス倫理の分野でサプライヤー評価が可能
な Sedex※ 3 の AB 会員となりました。世界各地のサプ
ライチェーンのデータを共有するための世界最大の共同プ
ラットフォームを活用することで、倫理的なサプライチェー
ンの実現を目指しています。2017年までに、国内外合わ
せて約120 社の主要なお取引先様とSedex 上での関係
を確立しました。今後は、より多くのお取引先様に Sedex
をご理解いただくよう、活動を進めてまいります。

● Takasago Global Procurement 
　Sustainability Key Initiatives（たすき）

　当社グループでは、中期経営計画「One-T」におい
て「CSR 推進強化」を掲げ、「責任ある調達」を重点項
目のひとつとしています。当社の調達活動にかかわる社
外ステークホルダーとの協働については上述の通りです
が、それらを有機的につなぎ、コミュニケーションを活性
化させるべくTaSuKI （Takasago Global Procurement 
Sustainability Key Initiatives）（たすき）の名のもとに、
戦略的原材料を持続的に調達するためのプログラムを開
始し、従来からの取り組みとも連動させています。
　TaSuKI では、駅伝の「たすき」が次の走者へ受け渡さ
れるイメージに合わせ、ゴールに向かいチームワークを重
視します。また、TaSuKI は、伝統と現代性、グローバル
連携、持続可能性、スピード、次世代への継承など、私た
ちが大切にする価値観を表す象徴的な言葉でもあります。
TaSuKI の活動を体系化し進捗管理する上で、次の整備を
進めます。

※ 1 RSPO：パーム油産業をより環境への負荷の少ない持続可能な産業へと転
換させようとしている団体。

※ 2 RCPA：持続可能なシトラス製品の開発に関心のある企業の団体。
※ 3 Sedex：倫理的かつ責任ある事業慣行に関する情報を共有するためのオン

ラインプラットフォーム。

● コーポレート調達ポリシー
　調達活動の指針として、地球環境への配慮や地域社会
の保全を掲げる「経営基本方針」に則り、「コーポレート
調達ポリシー」を定めています。

● コーポレート調達ガイドライン
　高砂香料グループでは、国内外の調達部員および調達
業務に携わる担当者が皆、責任ある調達活動を行うべく

「コーポレート調達ガイドライン」を定めて、会社方針を
徹底しています。

● 高砂香料サプライヤー行動規範
　当社グループは地球環境を重視し、社会から高いレベ
ルの信頼を維持できるよう、環境的および社会的責任を
重視するお取引先様を尊重し、優先しています。
　お取引先様にもこのような方針・考え方を共有いただく
ため、「高砂香料サプライヤー行動規範」を定めて、ご理
解いただいております。

● 責任ある調達活動
　当社は、2017 年 6 月に「国連グローバル・コンパクト」
に署名し、そこで定められた「4 分野（人権、労働、環境、
腐敗防止）10 原則」に従い、その実現に向けた努力を継
続しています。そして、各国法規の遵守、人権の尊重、環
境保全、公正な事業慣行、地域社会への関与と発展など
に注力しながら、できる限り持続可能な方法で調達活動
を実行するよう努めています。
　また、私たちの調達活動が「人権、労働、環境、腐敗防止」
の各分野で与え得る影響を、「国連グローバル・コンパクト」
の10 原則に照らし合わせて確認します。もしも、負の影
響を及ぼす可能性が確認された場合には、速やかに改善
計画を立て、それを実行するため、サプライヤーをはじめ
とするステークホルダーと協力し対応してまいります。

● サプライヤーリレーションシップマネジメント
　高品質で、安全・安心な製品を、確実に供給し続け、
顧客のみならずサプライチェーン全体に貢献するため、以
下のようなサプライヤーリレーションシップマネジメントを
行っています。

■お取引先様とのかかわり
私たちは、世界各地の製造拠点に、高品質の原料を適
切な時期、適切な価格で供給するため、グローバルネッ
トワークを活かし、調達活動を進めています。世界各
国に存在するビジネスパートナーと公正でゆるぎない
信頼関係を築き、持続的な調達を続けていくため、コー
ポレート調達ポリシー、コーポレート調達ガイドライン、
サプライヤー行動規範を定めています。

調達活動において以下のことを実施します。
■ 品質・コスト・安定供給の 3 つの要素を追求します。
■ 法令遵守を徹底し、人権の尊重、公正な取引、環境

保全に配慮致します。
■ 地域文化を尊重し、高砂香料グループとサプライヤー

とのパートナーシップを築きます。

　高砂香料グループは、地球環境を重視し、社会に信頼
される企業を目指して、より良い社会づくりに貢献してい
きます。
　高砂香料グループは、持続可能な社会を考え、法令や
社会規範の遵守、人権の擁護、安全衛生の確保、公正な
取引等の社会的責任にも配慮するお取引先を尊重し、優
先して調達します。

■ サプライヤーとの強固で互恵的、かつ透明性の高いパー
トナーシップの構築

■ 高品質な原材料を安定的かつ確実に調達できる体制の
維持・強化

■ サプライヤーとの対話、RFQ※ による相互理解と目標の
共有化

■ 定期的なサプライヤー調査書による「高砂香料サプライ
ヤー行動規範」の徹底（サステナビリティ、基本的人権
の尊重、強制労働、児童労働の有無のチェック）

1. 当社の事業にかかわるバリュー・チェーンを見直し、
長期的に安定した戦略的原材料の調達活動について

の基本計画を、目標管理を行いながら、実施します。

世界各地の生産者を支援し、持続的な調達に向け環
境保全に努めます。また、地域社会の支援につなが
る長期的で包括的な施策を推進します。

サプライチェーンを通して倫理的な調達活動が実践
されるよう、コンプライアンスの徹底を図ります。

　2.

3.

※ Request For Quotation ：物品やサービスの購入先、あるいはその候補とな
る企業などに対し、価格やその内訳などを記した見積書を作成するよう依頼す
ること。

Social

TAKASOURCE（Takasago sourcing with responsible care and ethics）

Sustainable

Environmental Economic
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マダガスカル SAVA 地域のサイクロン被害への支援　
　2017 年 3 月に発生した、マダガスカル SAVA 地域の
サイクロンは、バニラ栽培のみならず、地域の人々の生
活にも大きな影響を与えました。まず、私たちは、地元
のパートナーを通じて、最も緊急に必要とされていること
の把握に努めました。できるだけ多くの人々の役に立てる
ように緊急食糧の配布、インフラ整備、学校施設の再建
を主目的とし、資金提供の支援を行いました。

具体的な支援プロジェクト：

柚子生産者支援
　私たちは長年、日本で生産されたユズオイルを原料と
して使用し、製品
を作ってまいりま
した。近年では、
柚子生産者の高齢
化が進んでおり、
大きく鋭い棘があ
る柚子の栽培・収

適時・適切な情報開示

● インベスター・リレーションズ（IR）　
　高砂香料グループでは、株主・投資家の皆様に対し積
極的な情報開示を行っています。
　株主の皆様には、年 2 回「株主通信」を郵送でお届け
しています。投資家コミュニティーの拡大に向けて、ウェ
ブサイトの IR サイトにおいて関連資料やプレスリリースを
公開しており、皆様に事業内容への理解を深めていただけ
るようIR 活動の向上に努めています。
　機関投資家・アナリスト向けには、期末および第 2 四
半期の決算発表後の年2 回、社長および担当役員が出席
する決算説明会を開催しており、直接ご質問にお答えする
機会を設けております。内容については、IR サイトにて公
開しております。また、IR/広報室が窓口となり、IR 取材
対応や投資家訪問を行っています。

株主総会・株主還元

● 株主総会
　より多くの株主の皆様にご出席いただけるよう、いわゆ
る第一集中日を回避した開催日程としています。招集通知
の早期発送に努めており、株主総会開催の 3週間前まで

の発送および発送日前までのインターネット開示を実施し
ています。また、当日ご欠席の株主の皆様の利便性向上
のため、インターネットによる議決権行使環境の整備も
行っています。

● 株主還元　
　株主重視の経営を旨として、より高水準の利益を確保で
きる経営体質を目指し、安定配当の継続、ならびに業績
水準を勘案した配当を実施することを基本方針としていま
す。2018 年 3月期の配当につきましては、この方針を踏
まえ、中間配当は1株当たり20 円、期末配当は 35 円を
実施し、年間 55 円の配当といたしました。
　資本政策の中での株主還元は、事業活動や、非事業資
産の売却などで得られたキャッシュフローを、「成長分野
への投資」「財務基盤の強化」「株主還元」の３つにバラ
ンス良く配分していくことで対応していきます。

■株主・投資家の皆様とのかかわり
健全かつ透明性の高い企業経営による持続的な成長を通
じて、適切な利益還元に努めるとともに、国内外の株主・
投資家の皆様とのコミュニケーション環境の充実を図って
います。

決算説明会の様子

サイクロンで被害を受けた CEG 高等学校

社員を派遣した柚子の収穫

穫作業が困難となっているため、社員を派遣して毎年の
収穫作業を支援しています。今後も地域社会への継続的
な支援を行い、生産者の理解を深め、強固な関係構築
を目指します。

● 再生原料への取り組み
　倒木、おがくず、枝払いした材、材木を製造する際の
廃材などから製造したシダーウッドオイル、サイプレスオ
イル、グアイヤックウッドオイルなどの天然フレグランス
原料を使用する取り組みを始めました。従来、これらの
原料は伐採した樹木を原料としていたため、森林破壊や
生態系に影響すると考えられてきました。持続的にこれ
らの天然原料を確保していくために、廃材などを使用し
た原料の使用を進めてまいります。
　なお、2017 年の高砂香料グループ全体での再生可能
原料※の使用割合は約 31％であり、今後も再生可能原料
の使用を進め、将来的な石油原料の枯渇にも対応できる
体制を整えていきたいと考えております。

● リサイクル容器への取り組み
　当社グループでは、安全性、規制および費用面の観点
から、自社の製品にリサイクルボトルおよびパッケージを
使用していません。段ボールとスチールドラムには、リ
サイクル材（古紙と鋼材）を使用しており、段ボールでの
古紙の使用比率は日本国内で 99％となっています。一
部で IBC容器※やスチールドラムの再利用を行っています
が、その割合は多い拠点であっても10% 程度と高くあり
ません。これは一般的に香料用容器の洗浄において溶媒
使用や安全性の問題があるためです。リサイクルパレット
は安全上の理由から基本的には使用されていませんが、
保管、輸出やワンウェイユースに限定し使用されています。
　配送に使用された梱包材は分別回収し、リサイクル業
者によって再利用されています。

※再生可能原料：リニューアブル（再生可能）とは、人類の消費速度以上に、補
給可能な天然資源を指す。GRI スタンダード日本語版の定義に基づいて、再生可
能原料使用割合の集計を行った。

※ IBC 容器：Intermediate Bulk Container

1. 

2.
3.
4.

5.

サイクロンで深刻な被害を受けた SAVA EPP 
Ambatofisaka 小学校と CEG Ampahana 高等
学校の再建

Maroantsetra School の再建への資金提供

Maroantsetra の洪水の影響を受けた道路の再建

多数の再建プロジェクトに関与するMaroantsetra
の地元女性グループへの資金提供

最も需要が多い食糧である米を約 250kg 提供

1株当たり配当金

※個人その他には自己株式としての保有分（2.0％）が含まれています。

（2018 年 9 月 30 日現在）
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EHS 報告
EHS Report 高砂香料グループは、技術立脚の精神に則り、社会に貢献する企業

として、法令および社内指針・基準を遵守し、地球環境の保護、人々
の健康と安全に対する社会の要請に応える企業を目指します。

　海外サイトに対する点検も行っており、全社共通に EHS
管理上の遵守項目（Minimum EHS Requirements）を
定め、これらへの適合性を点検しました。今年度は特に、
製造途上で発生する臭気の管理状況について調査し、そ
の状況を確認しました。

● 労働災害事故
　2017年度（4 月〜3月）は、国内事業所で重大な労災
は発生していません。また、夏季の操業における作業員
の熱中症もありませんでした。
　しかしながら、いくつかの事業所では、洗浄中の熱水
などによる軽度の火傷や、作業中の軽度の創傷といった事
故が発生しました。今後とも、軽度の受傷もなくしていく
努力を続けていきます。

● 環境事故
　2017年度（4 月〜3 月）は、国内事業所では、事業
所外への漏洩や流出といった事故は発生していません。
　しかしながら、容器の転倒や破損等による内容物の微
量の漏出は残念ながら発生しました。いずれも土壌への
浸透や事業所外への流出には至りませんでしたが、こうし
た事故もなくしていく努力を続けていきます。

■ EHS マネジメント
　高砂香料グループは、Environment（環境）、Health（健
康・衛生）、Safety（安全）の頭文字をとった「EHS 宣言」を、
ウェブサイトを通じ、すべてのステークホルダーの皆様に
公表しています。この宣言は、27の国で働くすべての従
業員に EHS におけるグループのビジョン・価値観を共有
するため、11ヵ国語で作成されています。

　また、EHS 活動に関するグループの要件を明確にす
るため、EHS ガイドラインおよび EHS 上の遵守項目

（Minimum EHS Requirements）を作成し、グループ全
体で統一した活動に落とし込むように努めています。
　国内外の主要な生産拠点および研究開発本部にサイト
EHS マネジャーを配置し、グループ内での環境、健康・
衛生、安全面での活動の管理、実践と強化を図っています。
　EHS 担当役員とサイトEHS マネジャーで構成する「グ
ループ EHS 委員会」を組織しており、EHS100 プランの
推進や、さまざまな EHS 課題の解決を目的とした EHS
マネジャー会議を定期的に開催しています。

■ Health & Safety 労働安全衛生
　私たちは、EHS 宣言のもと、労働安全衛生をすべての
活動の最優先事項に位置づけ、高砂香料グループの安定
的、持続的発展を目指します。

　2013 年の火災事故を経験後、安全協議会という会議
体を設置し、すべての拠点から安全管理を担当する責任
者を集め、役員を含め安全衛生対策についての話し合い
を毎月行ってきています。また、各工場の安全監査を定期
的に行い、安全衛生上の重要課題を抽出して、解決に向
けて調査と検討を行い、これを国内全製造拠点と共有し
水平展開させるべく、全社的な対応（PDCAサイクル）に
落とし込んでいます。
　発火を徹底的に防止するための対策と点検はもとより、
冬季においては静電気放電への対策、夏季においては熱
中症への対応を強力に推し進めています。安全管理部
本社スタッフが各サイトに出向いてサイト担当者とともに
WBGT※値を測定し、熱中症リスクの高いエリアを特定し
て対策を講じています。

　「香り」を取り扱う性質上、原料や製造途上の臭気が事
業所外部に拡散しないよう、臭気モニタリングも実施して
います。

EHS マネジャー会議の様子

※ WBGT ：Wet-Bulb Globe Temperature （湿球黒球温度）の略称で、この
数値から作業場所での熱中症のなりやすさを推定する。

静電靴チェッカーによる
性能管理

2017 年に改定した EHS 宣言

2017年4月10日　
高砂香料工業株式会社
代表取締役社長

S

安全

E

環境

H

健康・衛生

高砂香料グループは、技術立脚の精神に則り、
社会に貢献するグローバル企業として、

法令及び社内指針・基準を遵守し、地球環境の保護、
人々の健康と安全に対する社会の要請に応える企業を目指します。

１．私たちは、すべての事業活動に対し、EHSを最優先の行動原則とします。
２．私たちは、社内外のステークホルダーと協調し、積極的にEHS活動を推進します。
３．私たちは、EHS活動の推進に必要な教育・訓練を計画的かつ継続的に実施します。
４．私たちは、事業活動によるEHSへの影響を評価し、環境負荷の低減、
安全の確保及び従業員の健康保持増進に努めます。

E H S宣言

S

Keselamatan

E

 Lingkungan

H

Kesehatan

Sebagai perusahaan global yang bertindak berdasarkan filosofi untuk 
memberikan kontribusi kepada masyarakat melalui teknologi, Takasago 

Group memperbarui komitmennya untuk memenuhi kebutuhan masyarakat 
dengan memastikan kepatuhan terhadap undang-undang, peraturan 
dan kewajiban kepatuhan secara sukarela, melindungi kesehatan dan 

keselamatan masyarakat dan melestarikan lingkungan global.

1. Kami menganggap EHS sebagai sesuatu yang penting dalam semua operasi bisnis kami.
2. Kami bekerja untuk memelihara dan meningkatkan kegiatan EHS dengan berkoordinasi dengan
 karyawan dan pemangku kepentingan internal dan eksternal.
3. Kami menyediakan pendidikan dan pelatihan yang diperlukan untuk memastikan bahwa kegiatan
 EHS dilakukan secara sistematis dan berkelanjutan.
4. Kami mengevaluasi dampak EHS dari kegiatan bisnis kami dan terus meningkatkan kegiatan
 EHS kami untuk mengurangi dampak terhadap lingkungan, keselamatan pegawai dan tempat kerja, 
 serta pemeliharaan dan peningkatan kesehatan karyawan kami.

LAPORAN EHS

10 April, 2017

Satoshi Masumura
President and Chief Executive Officer
Takasago International Corporation

左：熱中症計
右：WBGT 計
下：静電気対策

安全監査の様子

S

安全

E

环境

H

健康

作为一家以“立足技术、贡献社会”为理念的全球企业，高砂集团重申其承诺 ：

我们在满足社会需求的同时必须确保遵循法律、法规与自愿合规义务，

保障人们的健康与安全以及保护全球环境。

1.  我们在所有业务运营中均坚持以EHS为价值观 。

2.  通过与我们员工以及内外部利益相关方的协调，我们将继续开展并加强各种EHS活动。

3.  我们提供必需的教育与培训来确保在系统化与可持续的基础上实施我们的EHS活动。

4.  我们对我们经营活动的EHS影响进行评估，并在减少对环境造成的影响、保障员工与

 工作场所的安全，以及维护与促进员工健康等方面，不断加强我们的EHS活动。

环境保护与健康安全（EHS）声明

Satoshi Masumura

代表取缔役社长

日本高砂香料工业株式会社

2017年4月10日
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消火器を用いた消火訓練、発
火防止対策についてのプレゼ
ンテーション視聴、安全と危
険に関連するゲーム、わき見
運転に関する体験学習

“2013 年に発生した火災事故を二度と起こさない”という誓いのもと、事故を振り返り、
一人ひとりの安全意識を高めることを目的に、火災事故発生日の 4 月10 日を「安全の日」と定めました。

今回で５回目となる 2018 年度は、国内全グループおよび海外拠点も参加して「安全の日」の意義をグローバル
に浸透させるべく、「安全」に対する意識の醸成と知識の向上を図るために、教育・訓練を行いました。

事故から得た教訓を風化させないよう、それぞれが改めて「安全」に対する強い意識を持った日となりました。

高砂香料 本社
山形安全統括副本部長による
説示および蒲田消防署指導に
よる普通救命講習

TAKUS（アメリカ）
Headquarters

TIG（中国 広州）
安全パトロールで見出された
課題への討論と消火訓練、地
元消防署見学

TDM（メキシコ）
発火防止対策の徹底と可燃物
燃焼をテーマとした講義、消
火器を用いた消火訓練

TIS（シンガポール）
防災センターによる防火セミ
ナー、通報、消火器を用いた
消火訓練、防炎服と空気呼吸
器の装着訓練、化学物質の漏
洩シミュレーション

TAKUS（アメリカ）
Flavor Factory

TII（インド）

発火防止対策の徹底と可燃物
燃焼をテーマとした講義、着
火のデモンストレーション、個
人用防護具安全取り扱い講習、
工場での遵守義務事項につい
ての討論

消火器を用いた消火訓練、化
学物質爆発の危険性に関する
教育、従業員による安全スロー
ガンコンテスト

TEG（ドイツ）
職場の発火リスク、防火、救
護、保護具、ガス検知、GHS
に関する教育、消火訓練およ
びフォークリフトとその充電ス
テーションの点検

TAKUS（アメリカ）
Fragrance Factory
職場で起こる銃乱射について
の講演、消火器を用いた消火
訓練、救急箱、AED、目薬の
位置確認、安全にまつわるク
イズ

TICSA（スペイン）
消防訓練およびセベソⅡ指令※

に基づく安全管理体制の確認
　※セベソ事故を契機に制定された

事業者への要求、事業者は「必
要なすべての措置を講じるこ
と」、安全報告書、緊急時計画、
土地利用計画、検査システムの
構築について定めることが義務
づけられている。

TBR（ブラジル）
着火のメカニズム、発火防止
対策、化学物質の危険性とリ
スクアセスメントについてのデ
モと講義

TEPL（フランス）
全員で SDS（安全データシー
ト）の記載内容の理解、化学
物質のリスクと化学製品を用い
る際の保護具について再確認

STU（中国 上海）
手順に従い、避難訓練と救護、
新入社員に対する消火訓練

高砂香料 鹿島工場
職場の発火源の総点検、MCA
無線通信訓練、酸素呼吸器
取り扱い講習（自衛消防隊の
消火隊員、施設隊員が対象）、
職場内消防訓練

高砂香料 磐田工場
社内講師による電気トラブル
による事故の防止に関する講
義、職場単位での配電盤の点
検・清掃、事務所内 100V コ
ンセント接続部の点検・清掃、
MCA 無線テスト、衛星電話架
電テスト

高砂フードプロダクツ
自職場のアースポイントおよび
発火防止対策箇所の点検。袋
井消防署員立ち会いのもとで
の消防訓練

高砂香料 研究開発本部
各部署で安全点検（危険物保
管状況の総点検、安全対策で
使用している用具の点検・交
換）、居室内・倉庫内の整理・
整頓、研究所内各部署とのトラ
ンシーバー交信訓練、消火訓練

（平塚工場と合同）

高砂ケミカル 掛川工場
適切な保護具の着用、工場内
消火班による放水訓練、実際
の空気呼吸器を使用し、空気
呼吸器の取り扱いおよび注意
点を教育し、装着訓練

高砂香料西日本工場
消防訓練、屋外消火栓放水体
験、火災を経験した出向者が
当時を思い返し、「あの時思っ
たこと、そして、改めて思うこと」
をテーマに講演

高砂スパイス 秦野工場
特定場所で火災が発生したこ
とを想定した消防訓練、委託
会社による、全従業員を対象
としたフォークリフトに関する
座学と実地の講習

高砂珈琲 磐田工場
倉庫からの出火を想定した避
難訓練を実施、また、防虫講
習を同時に開催

南海果工
地震体験車による、震度 7の
地震体験、火災消火訓練、ゼ
ロ災講習会

高砂香料 平塚工場
松尾生産調達本部長（当時）
による説示、危険物施設の防
火防災に関する教育、職場の
発火源の総点検、消火訓練（研
究開発本部と合同）

「安全の日」Takasago Safety Day 2018

　「安全対策にゴールはなく、
前に進めていくしかありません。
2018 年 4 月からスタートした
新中期経営計画でも、『安全』
を重要なテーマとして位置づけ
ています。『安全操業』は企業
活動の基本です。『安全はすべ
てに優先する』という思いなく
して、持続的な成長は望めない
ことをこの機会に心に刻んでお
きましょう」とのメッセージを
発信。

高砂香料 磐田工場より発
信された全従業員に向けた
桝村社長の訓示

STE CANANGA
（モロッコ）
消火器取り扱いについての講
義と訓練

TAKASAGO 
MADAGASCAR 

（マダガスカル）
消火器取り扱いについての講
義と訓練、応急救命処置につ
いての訓練
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EHS Report

　国内では、取り組み方針を策定し、計画的な設備更新や、
事業所間の相互点検、教育等の活動を通じて、省エネを
推進しています。
　海外拠点においても、目標を設けて、CO２排出量の削
減に取り組んでいます。

● Scope3　

さらに強化し、サプライチェーンも含めたスコープで CO２

排出量削減に対する取り組みをグループ一丸となって推進
していきます。

　各拠点で積極的に省エネ活動を推進することで消費電
力を抑えることができた一方、全体としては生産量の増大
に伴い、2017年の電力消費量と二酸化排出量は絶対量
において、対前年各々2.3%、1.6% 増加しました。国内
では、磐田工場での合成関係新規品目の製造、また海外
では、インド新工場の稼動開始やアセアン地域での需要
増の影響を受け増加しました。
　しかしながら、1t 生産当たりの CO２排出量の削減は
進んでおり、2017年度までに、2010 年度比で 25.6％の
削減を実現しています。

■ Environment 環境

● 環境マネジメントシステム
　グローバル企業としてガバナンスの強化を実現するとと
もに、より効率的で実現性の高い環境活動を推進するた
め、当社グループは、国内外の主要な生産拠点を登録範
囲とした、ISO14001マルチサイト認証（統一認証）を取
得しています。
　2017年12 月に 2015 年度版への移行を完了しました。
EHS１００プランに基づき登録範囲の拡大を継続してお
り、国内10 拠点、海外10 拠点に加え、2018 年12 月には、
神奈川県平塚市にある研究開発本部およびインドにお
ける生 産拠 点である TAKASAGO INTERNATIONAL 

（INDIA） PVT. LTD. が追加認証される見込みです。

● 気候変動
　当社グループは世界中で事業を展開し、多種類の製品
を、世界中で生産されているさまざまな天然原料を使用し
て製造しています。サプライヤー、あるいは生産者が気候
変動の影響を受ければ、原材料の価格、品質、供給量が
不安定になるリスクがあります。
　各事業拠点における地球温暖化のリスクは、自然災害
による操業停止や物流網の寸断だけではありません。近
年の気温の上昇は、従業員の作業環境にも変化をもたら
しており、その対応にはコストが発生しています。また、
各国の政策の変化、環境関連規制の強化へ対応するため、
設備投資等が必要となることも考えられます。
　地球環境を守るだけでなく、自らの事業の継続や成長
のため、気候変動に対して適切な対応を講じることは、当
社グループにとって非常に重要な課題となっています。

● エネルギー管理委員会　
　高砂香料本社・安全統括本部には、日本の省エネ法の
施行をきっかけに組織されたエネルギー管理の専門部隊
があり、日本の各事業所では地球温暖化対策として省エ
ネ活動に取り組んできました。GP-3 期間には、取り組み
の幅を広げ、日本で培ってきたノウハウを海外事業所とも
共有し、支援を開始しました。One-T では、この連携を

　サプライチェーン排出量については、全体量の把握を目
指し算定方法の検討を進めています。現在把握できてい
るものではカテゴリ4 の占める割合が多いため、輸送方
法の見直しや輸送手段の転換を図るなど、削減活動に取
り組んでいきます。

● 水資源　
　十分な量の、安定した水質の水の確保は当社の生産活
動にとって大変重要であり、水の不足や水質の変化、ある
いは劣化は、生産量や品質に直接大きな影響を与えます。
一定の量の水の使用は製造工程に不可欠です。当社では
水使用量の削減目標を設け、工程内で使用された水の循
環利用や、洗浄工程の見直しなどを通じ、使用量の削減
を図り、2017年度の水使用量は、対前年1.7% 減の結果
となりました。

　工場から排出される水については、主要な工場への排
水処理設備の設置、排出される水の質の監視により、法

●エネルギー系統図作成
　（需要と供給）
●部署ごとに原単位管理と
　グラフ化
●年間・中長期計画の実施
●セミナー参加と資格取得
●ピークカット対策

●省エネ計画進捗管理
●改善効果の確認と評価
●計測、記録、電力デマンド
  のあるべき姿との比較

●「見える化」から
　「診える化」を進める
●年間・中長期計画作成
●毎月テーマを決め、進める
●教育できる人材の育成

●エネルギー管理標準
●計画プログラム
●改善効果の水平展開

Plan
方針・計画

Action
見直し

Do
改善実施

Check
省エネ

相互点検

Cat1 購入した製品・サービス - -
Cat2 資本財 17,338 1.4%
Cat3 Scope1, 2 に含まれない燃料およびエネルギー関連活動 - -
Cat4 輸送、配送（上流） 1,132,252 92.1%
Cat5 事業から出る廃棄物 927 0.1%
Cat6 出張 3,148 0.3%
Cat7 雇用者の通勤 3,387 0.3%
Cat8 リース資産（上流） - -
Cat9 輸送、配送（下流） - -
Cat10 販売した製品の加工 - -
Cat11 販売した製品の使用 - -
Cat12 販売した製品の廃棄 - -
Cat13 リース資産（下流） - -
Cat14 フランチャイズ - -
Cat15 投資 - -
Scope3　　（総量） 1,157,053 94.1%
Scope1 31,309 2.5%
Scope2 41,608 3.4%
温室効果ガス総排出量 1,229,969 100.0%

CO2 排出量
（t）

温室効果ガス 
総排出量に対する比率

※対象範囲：高砂香料グループ　（－）は算定方法検討中または対象外
　対象年度： 2017年度

各カテゴリの排出量

消費電力量の推移

CO2 排出量の推移

生産原単位当たり消費電力量の推移

生産原単位当たり CO2 排出量の推移

水使用量の推移			 

生産原単位当たり水使用量の推移			 

46 TAKASAGO Social and Environmental Report 2018 47



17Z-1674 12/6

H1H4

日付 受注番号 Output EK

八塩再校PRJ050089-0003-00012017-12-06-19：33

EQUIOS
4.50 EQ019

委託先における廃棄物の処理情報が入手できない、ある
いは不明確な場合もあります。
　今後は処理内容の開示ができる委託会社を選定するな
どして、より精度の高いデータの収集を目指します。

● 化学物質　
　当社グループでは、化学物質の適正管理および法規制
への対応を強化し、使用量の削減に取り組んでいます。

国内での取り組み
　SDS※を用いて対象となる化学物質の情報を事前に
提供するとともに、PRTR 法の対象となる化学物質は、
法令に則って実態を把握し、報告を行っています。また、
事業活動で使用している化学物質の情報を「T-ReCS®」

（P.25）で集計しています。

グローバルでの取り組み
　自主規制の対象となるVOC（揮発性有機化合物）を、
ホルムアルデヒド、トルエン、アセトン、エタノール、2-
プロパノール、ヘキサノールの 6 化合物とし、グループ
全体の使用状況の把握に努めています。
　PCB 等特別な管理が必要な化学物資については、
各国の法規制に基づいた適正な管理を行っています。
　今後も従業員に対する SDS および GHS ラベル※に
関する教育訓練や内部監査などを通じ、安全の確保や
環境リスクの低減、法規制への対応を確実にしていき
ます。

令や自治体との協定に基づいた排水基準の遵守および汚
染の防止に努めています。
　また、国内工場では、周辺河川の清掃や、水源の涵養
活動への参加を行うなど、水環境を保護するための活動
も行っています。

● 資源循環　
　2017年度は、グループ全体で、廃棄物総発生量が対
前年1.7% 減となりました。

　廃棄物に関する考え方や規制は、国や地域により大き
く異なり、未だごみの分別や分別収集ができていない事
業所があります。しかし、廃棄物の処理で一番費用がか
かるのは物流面であり、分別を進めるほど物流費がかか
る、また輸送に伴い CO２を排出する、という側面もあり、
分別の細分化が最良とはいえません。
　発生する廃棄物の適切な分別、リサイクルの実践、関
連する教育などを通じ、発生量の削減を目指します。
　マニフェスト制度が整っていない国や地域もあり、外部

高砂香料グループ（国内）のPRTR法対象物質排出量
■ 対象化学物質 28 品目
■ 大気排出量 26.7 t
■ 公共水域への排出量 4.7 t
■ 土壌中への排出量 0.4 t

「トップメッセージ」～サステナブルな社会を実現するための取り組み、社会貢献活動など、企業方針について

特集「高砂香料グループの省エネ活動」について

「国内製造拠点での省エネ活動への取り組み」について

読み取れた
読み取れなかった

大変興味深い
興味深い
つまらない
とてもつまらない

Q1

Q2

Q3
◎工場の取り組み全般に関する意見
 ・ エネルギー管理委員会の設置、管理標準の作成、管理員の有資格者を各部署へ

1名配置など安全、効率化への取り組みが評価できる。（男性、60代、お客様）
 ・ 各工場が、目標と結果を求めている姿勢が大いに評価できます。（男性、50代、
　その他 〈マーケティング調査・分析〉）
◎省エネに関する意見
 ・ 設備の更新等でより効率の良い機器の導入、LED照明化等可能な取り組みとと

「海外製造拠点・事業所での省エネ活動への取り組み」についてQ4

もに機器を変えれば済むというものではなく、従業員の方への省エネ教育も実
施されており意識の向上は大変良いと思います。（男性、60代、お客様）

◎企業姿勢・イメージ等に関する意見
 ・ やはり省エネのみに重点を置いて説明し過ぎと思います。そのほかの説明は他

の大手と同じで特に目新しく感じませんでしたが、ちゃんとした企業だなと思い
ました。（女性、50代、その他 ）

◎CSR活動に関する意見
 ・ ダイバーシティ・マネジメントなどに積極的に取り組むことによっ

て、経済、環境、社会の3つの側面からバランスの取れた経営を通
じて社会に貢献する姿勢が読み取れた。（男性、60代、お客様）

 ・ 環境だけではなく人も大事にしているところが素晴らしいと感じ
た。（女性、30代、お客様）

◎事業活動・製品等に関する意見
 ・ 香料を化粧品や食品だけでなく、医薬品中間体などに活用されて

いることが読み取れた。（女性、50代、お客様）

◎省エネに関する意見
 ・ 持続可能な社会を目指す上で不可欠な温室効果ガス排出量の削

減とともに省エネ活動へ取り組むことにより、省エネ活動の成果や
課題、仕事ぶりや思いやりなど管理のスマート化をあわせ持った姿
勢は興味深い。（男性、60代、お客様）

 ・ 工場ごとに異なる省エネ課題・活動を実施しているのは、実践的で
継続しやすいと思います。（男性、50代、その他 〈商社経営者〉）

◎環境保全に関する意見
 ・ 環境問題は自分の問題でもあるので、会社の部門各々の取り組み

◎環境配慮に関する意見
 ・ CO2排出量削減目標や企業努力を続けており、とても素晴らしい

と思う。100年という長きにわたりトッププレーヤーであり続ける
企業。これからもその立場におごることなく日本企業を引っ張り
続けて欲しい。（女性、30代、事業場近隣住民）

◎企業姿勢・イメージ等に関する意見
 ・ 高砂香料の強み・高砂香料ならではの特色・香料メーカー/化学メー

カーとしての高砂香料のCSRが何も伝わらず、 ただ「グローバル
化」「環境」しか書かれていない。これでは「高砂香料らしさ」が何も
わからない。（男性、30代、その他 〈一般消費者〉）

の様子、積極的な対応をされていることなど、なるほど、と思いまし
た。（女性、50代、その他 〈一般人、会社員〉）

 ・ 環境に配慮している企業は多いですが、具体的な取り組みを知らな
かったのでそれを知る事ができました。（女性、30代、お客様）

◎企業姿勢・イメージ等に関する意見
 ・ 文章が長く、興味を持つ前に読む気がなくなりました。ただ、地球温

暖化防止としてCO2削減のための活動はとてもありがたいと感じま
した。（男性、20代、お客様）

「社会・環境報告書2017」に関するアンケート結果について
当社では、2018 年2 月から5 月までCSRモニターアンケートを実施し、男性243 名、女性105 名から 348
件の回答をいただきました。1回答につき、100円を高砂香料グループよりユニセフに寄付いたしました。

http://www.takasago.com/ja/aboutus/sustainability/ehs/pdf/takasago2017.pdfweb

 ・ どの記事も素晴らしかったですが、特に海外での省エネ活動の取り組みは具体的
数字も多く見応えがありました。（女性、30代、お客様）

 ・ 海外進出だけでも大変なのに、各地の環境改善効率化も進められていて、素晴ら

しい、の一言。こういう企業が世界中に広がりますように。（女性、30代、事業場
近隣住民）

とてもわかりやすい
わかりやすい
ややわかりにくい
わかりにくい

多い
やや多い
やや少ない
少ない

とても見やすい
見やすい
やや見にくい
見にくい

大変評価できる
評価できる
あまり評価できない
評価できない

● CSR マネジメント
　 について

● 環境報告について● 社会性報告について

● わかりやすさ
● デザイン（レイアウト、文字の大きさ、
　 イラスト、写真について）

● 情報量

● 海外製造拠点・事業所での
　 活動報告について

報告書についてQ6

高砂香料グループの活動・取り組みについてQ5

※ SDS（安全データシート）：Safety Data Sheet の略で、化学製品を安全に取
り扱うための情報が載っている文書を指す。

※ GHSラベル：Globally Harmonized System of Classification and Labelling 
of Chemicals とは、化学品の危険有害性（ハザード）ごとに分類基準および
ラベルや安全データシートの内容を調和させ、世界的に統一されたルールと
して提供するもの。

1

産業廃棄物発生量の推移			 

生産原単位当たり産業廃棄物発生量の推移			 
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